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事業を実施して

こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

地域が支える！ 体験・ふれあい・元気あふれる
子どもの居場所

小山放課後子ども教室 【福井県大野市】

大野市小山小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
0人 35人 188日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

図書館、体育館、校庭、ホール、公民館 19年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
● �活動の目的　子どもたちに放課
後の安全で安心な居場所を提供
し、心豊かで健やかに育まれる
環境づくりを推進する。

● �活動を開始したきっかけ　従来
より土・日を中心に行っていた
子ども対象の事業を、放課後子
ども教室に移行した。

● �活動時間　平日の放課後〜午後
５時30分

● �活動内容　月曜日を体験学習の
日として様々なプログラムを提
供。その他の日は、子どもたち
を自由に過ごさせ、子どもの自
主性を重んじた異年齢交流を
行っている。

＜広いスペースを使った活動場所＞
　学校の全面的な協力のもと、放課後に使用していない場所のほとんどを開放してもらい、
広い遊びスペースを子どもたちに提供している。そのため、教室に参加を希望するすべての
児童を受け入れることができている。
＜安全管理員同士の共通理解の推進＞
　子どもに対する接し方や、緊急時の対応方法を文書化した「安全管理員マニュアル」を作成
し、安全管理員同士の共通理解を図っている。
＜太鼓教室の実施＞
　５月から12月までの教室実施期間中の毎週水曜日、和太鼓教室を開催し、その練習の成
果を地域の行事で発表している。
＜月曜体験学習＞
　毎月第２、第４月曜日には、体験教室と題して、全員参加でさまざまな子供向け教室を開
催している。
＜市内の他地域教室との情報交換＞
　市内の４つの放課後子ども教室の代表者と市
の担当課が集まり、年に数回、情報交換をする
機会を設けて情報収集を行い、運営の参考にし
ている。

　放課後の子どもの安全な居場所が確保されるとともに、少子化で集落での子どもの数が少なくなってきている中、子どもたちに
遊びの場を提供することにより、集団生活における人間関係を子ども同士のふれあいの中で体感させることができている。

座禅体験の様子太鼓教室の様子

平成22年度体験教室活動内容
日程 活動内容
5月10日 空手
5月24日 紙芝居
6月14日 絵手紙
6月28日 フラワーアレンジメント
7月13日 流しそうめん
9月13日 ネイチャークラフト
9月27日 自然観察
10月25日 国際交流
11月16日 座禅体験
11月29日 ロボット遊び
12月20日 クリスマスリース
1月18日 ふるさとカルタ大会
1月31日 料理教室
2月14日 お菓子づくり
2月22日 ストリートダンス
3月8日 お楽しみ会



98

こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

地域に密着した体験活動。
子どもは地域の宝！

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
2人 11人 41日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

放課後子ども教室で借り上げた畑
地域コミュニティセンター、公民館、グラウンド 16年度 あり

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

都留市立東桂小学校、宝小学校、
谷村第二小学校、旭小学校

都留市放課後子ども教室 【山梨県都留市】
関係する学校

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　各地域協働のまちづくり推進会の
事業の一つに位置づけ、学校・家庭・
地域・行政の緊密な連携のもとに、
子どもたちの安心・安全な居場所づ
くりを推進している。
　農業体験活動では、子ども自らが
野菜や花などの作物の栽培・収穫を
行い、さらにそれらを使った料理活
動やフラワーアレンジメント等に活
用している。地域の行事への参加や
地域指導員の協力など、地域に密着
した活動である。

・�地域協働のまちづくり推進会の事業の一つに位置づけ、子ども教室実行委員会を組織し、
活動の企画・実施をしている。各地域の農業従事者・諸団体等の地域人材の協力を得ている。
また、地域の文化祭で収穫した野菜を販売する等、地域に密着した活動をしている。

・�子どもが自ら作物を栽培・収穫をし、その作物を使っての料理やフラワーアレンジメント
等を行うことで、活動の広がりを図っている。年間を通した生産活動を行うことにより、
多くの参加者を得ることに繋がっている。また、活動内容に関しては、学校の意向を十分
に考慮することや、指導員である地域人材の声を反映させる等、コーディネーターが連携
を図り、回を重ねるごとに内容を充実させている。また、子どものアンケートを反映させ、
子どもに寄り添う活動内容になるよう工夫をしている。

・�都留文科大学と連携を図り、大学生を指導者として活用している。地域指導員だけでなく
大学生が活動に参加することにより、子どもが幅広い世代と交流を深めることができるこ
とや、教員を目指す大学生にとっても勉強となっている。

　子ども教室を通して、異学年との交流など、新たなコミュニケーションの場となっている。また、子どもたちと地域の大人の間
に交流が生まれ、子どもにとって安心・安全な地域づくりの一助となっている。
　家庭においても、活動の話を家族にしたり、家でも料理を実践してみるなど、子どもの積極性や新たな関心を抱かせることにも
繋がっている。

【活動例】
  6月　花・野菜の植え付け
  7月　きゅうりの収穫と畑の手入れ、収穫したきゅうりでＱちゃん漬け
  8月　花の収穫と畑の手入れ、フラワーアレンジメント
  9月　白菜の苗つけ、 さつまいもの収穫
　　　 収穫したさつまいもでだんご汁と鬼まんじゅう作り　
12月　白菜の収穫、収穫した白菜で漬物と白菜シチュー作り
  1月　 収穫した大豆で豆腐作り

大学生参加の様子フラワーアレンジメント活動農業体験活動
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事業を実施して

こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

放課後子ども教室と
児童クラブ（学童）を併設

坂祝町放課後子ども教室 【岐阜県坂祝町】

坂祝町立坂祝小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 62人 193日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

キッズドリームワールド、小学校図工室、体育館、
運動場など 17年度 あり

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　子どもたちが安全・安心に過ごす
ことができる居場所（活動拠点）を、
地域の教育力を結集して整備・支援
することにより、次代を担う健やか
で思いやりのある坂祝の子の育成を
めざす。
　また、子ども教室との連携のも
と、子ども教室開催時間外にも居場
所が必要な児童に対して活動場所を
整備・支援し、共働き家庭や核家族
世帯の子育て支援を行う。

○ 平成17年度より「地域子ども教室」として運営開始。
○ �平成22年度から、地域社会の中で放課後や週末などに子ども達が安全で安心して、健や
かに育まれるよう、文部科学省の「放課後子ども教室推進事業」と厚生労働省の「放課後児
童健全育成事業」を一体的に実施。

○ 地域の指導員が充実（地域の指導員が９名登録）
○ 地域行事や地域の人材を生かした体験活動が充実
 　�（公民館まつりとの連携・食生活改善推進員協議会と連携した食育教室・踊り保存会によ
る盆踊り体験等）

○ 保護者サポーターや中学生ボランティアの積極的な参加

○ �子ども教室と児童クラブを同一施設で実施することで、施設を有効利用でき、児童クラブ事業を効果的に展開できるようになっ
た。（運営面）

○ ２つの事業の側面から、総合的に子どもを見届けることができるようになった。（指導面）
○ 児童クラブ利用者にとって、子ども教室から児童クラブへの移行が便利になった。（利用面）

秋の収穫いもほり 毎週金曜の読み聞かせ

学習タイム
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

地域の力で、毎日、すべての児童に
安全で安心な居場所づくりを！

六連校区放課後子ども教室 
【愛知県田原市】

田原市立六連小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 32人 261日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

六連市民館 20年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　田原市の放課後子ども教室推進事
業は、現在、児童クラブ未設置の小
学校に設置されている。そのため、
留守家庭の児童に適切な遊びや生活
の場を与えるといった児童クラブの
機能も有している。
　六連校区放課後子ども教室は、校
区内に通うすべての児童を対象に、
放課後の安全で安心な居場所の提供
を行う場として実施している。
　毎日の活動内容は、主に学校の宿
題やドリルを使っての自主学習、
自由遊びやスポーツ等を行ってい
る。また、長期休業時などは、近く
の海岸に散歩に出かけたり、バスを
使って野外学習をするなど、児童が
毎日楽しく通えるように指導員がプ
ログラムを工夫し、実施している。

　六連小学校区では、児童クラブが開設されていないため、放課後子ども教室の開設時間や
開設日数等は児童クラブの基準に準じており、平日は学校終業後毎日午後６時まで、長期休
業時等は午前８時から午後６時までとし、年間260日前後の開設となっている。そのため、
１年生から３年生までの児童参加率はとても高く、日常の活動として定着している。また、
学校と連携し、定期的に指導員が学校に赴き、学校行事等の情報を得たり、下校時に子ども
教室参加児童の班編成を学校へ依頼するなど、学校と協力し、子どもたちが安全に活動へ参
加できる体制を構築している。
　活動内容は、通常、室内では宿題等の自主学習の他、ボールや玩具を使った自由遊びや、
読書活動を行っている。屋外では広場や遊具を活用し、ドッジボールやサッカー等のスポー
ツ活動を行っている。また、長期休業時などは、近くの海岸に出かけて、海辺の自然観察を
行ったり、市のバスを利用し、身近な地域の教育資源を活用した幅広い活動を提供すること
により、地域、郷土への理解を図っている。それ以外にも、地域と合同の避難訓練や市民館
まつり、地域のお年寄りが行っている体操教室への参加等、校区の行事や施設の講座に参加
し、異世代交流の機会を持つことで、子どもたちの豊かな成長を支援している。
<実施にあたって>
　放課後の安全で安心な居場所づくりの提供のため、児童の安全管理に関すること等は児童
クラブのガイドラインに準じて実施している。また、参加児童の出欠の確認を徹底し、保護
者の送迎を原則とするなど、学校・保護者の協力を得て安全で円滑な運営を図ることで、将
来へ持続可能な活動となっている。
<その他>
　六連小学校は小規模校であり、児童クラブは開設していない。放課後子ども教室の活動内
容に児童クラブと同程度の開催日数・時間を合わせ持たせることにより、日常的に子どもた
ちに安全で安心な居場所を確保している。

　子ども教室を開設したことで、放課後に子どもたちが心を開放し、安心して自由遊びやスポーツに興じる場ができた。学校管理
外で、異年齢児童が集い、様々な経験を積むことで社会教育力を向上させている。また、地域の拠点である市民館で実施し、学校、
校区自治会、保護者等が活動に参画することで、地域の子どもは地域で見守り育てるという気運の向上が図られている。

学習の時間教室の様子指導員手作りの教室だより
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

子どもは地域の希望の光！
地域の子どもは地域で育てる。

神島田小学校放課後子ども教室
 【愛知県津島市】

津島市立神島田小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 21人 119日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

体育館内会議室 21年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

関係する学校

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
● �放課後における地域の子どもの
安全かつ安心な活動の場を確保
し、地域の住民の参画を得て、
さまざまな体験、交流、学習等
の活動の機会を提供する。

● �教室の開催日　火・水・金　授
業後から午後５時まで

● �参加対象者　　神島田小学校に
在籍する小学生

● �申込手続など　申込用紙を提出
後、定員(25人)を超えた場合は
抽選。参加料は無料、ただし、
保険料と材料費は実費。

● �主な活動　　読み聞かせ、宿題、
外遊び、自由遊びなど

● �ボランティア講師等による各種
体験活動　　護身術、お手玉、
将棋、おやつ作り、お茶会、名
刺交換ゲーム、カミコプター作
り、壁面製作、七夕製作、バルー
ンアート、しゃぼん玉遊び、写
真立て作り、船作り、リサイク
ル工作、うちわ作り、ロングひ
こうき作り、お楽しみ会、折り
紙のコースター作り、ハロウィ
ン工作、箸入れ作り、カレンダー
作り、クリスマスツリー作りな
ど

● �様々な分野、世代の方をボランティアとして招き、交流をしており、コーディネーター
をはじめ、スタッフはすべて地域住民である。また、学校とも良好な信頼関係を保ち、
地域社会との係わりを大切に考え、子どもは地域の一員であり、地域で育てるというこ
とを常に意識している。

● �季節行事のイベントに向けた工作など、子ど
もたちが興味を示すことをスタッフ同士で話
し合い、実践している。また、月１回程度で
あるが特別講習としてボランティア等の協力
を得たイベントを企画し、地域交流を実践し
ている。

● �３年目となり、保護者からも認知され、定員
以上の参加希望があり、地域で必要とされる
事業となっている。

● �学校とスタッフが常に連絡を取り合い、信頼
関係を築き上げているため、活動拠点である
体育館内会議室以外に、安全面や管理運営な
どを考慮しながら、体育館や図書室、校舎の
間の中庭など、放課後に余裕のある場所を利
用させてもらい活動している。また、地域コ
ミュニティで培った人脈を活用した交流や市
立図書館から毎月本の貸出交換の協力を得る
など、様々な世代、分野で連携している。

● �コーディネーター以下、スタッフはすべて平
成14年に結成された学校ボランティア「神島
田サポート」に所属している地域の方であり、
小学校での読み聞かせボランティアやコミュ
ニティ協議会の構成員も兼ねており、学校、
地域において必要かつ重要な役割を担ってい
る。

　毎年、子どもたちがワクワクするような企画を実施しており、参加した子どもからは「いろいろなことが体験できて楽しい」とい
う言葉をもらう充実した内容となっている。また、保護者からは、家庭では体験できないことを企画していることについて感謝さ
れている。

地域の高齢者を招いてのお茶会

ジャンボしゃぼん玉遊び

バルーンアート作り
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

「子どもの居場所は大人の居場所」
保護者どうしでも、地域の人とふれあっています！

放課後子ども教室　川崎フレンズ
【三重県亀山市】

亀山市立川崎小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 40人 178日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

教室、グランド、体育館、保養施設 16年度 あり
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　学校５日制が始まり、保護者から
「子どもの放課後や休日の居場所づ
くり」の要望があったこと、複合型
スポーツ少年団の立上げ、文部科学
省の「子どもの居場所づくり新プラ
ン」の始まりがきっかけで活動がス
タートした。小中学校生保護者の年
齢層を中心に「家庭・地域・学校」で
協力しあい、水曜日の放課後や土・
日・休日にスポーツ系教室と文化系
教室を開催している。また、地域の
イベントとして「川崎子どもフェス
ティバル」も開催している。

　PTA・地域・学校・スポーツ少年団・学童保育所など幅広い関係者の参画により、多様な
教室等を開催している。

【活動内容】
 ◆スポーツ教室 …バレーボール、サッカー、キックベースボール、陸上、卓球など
 ◆文化系教室 ……�粘土細工、紙細工、お菓子づくり、わらべうたあそび、パソコン、華道、

文化琴、農園など
 ◆「川崎子どもフェスティバル」「冬の工作会」の開催

　活動運営は、小中学生保護者の年齢層が中心で年配者や各種団体の協力も得ているが、特
に中学生・高校生など当校を卒業した卒業生が深く関わっている。大人と小学生だけでなく、
地域住民全体の途切れのない参加が、将来にわたって活動を継続して行うことができる仕組
みとなっている。
　地域の住民が全員で「未来の大人たちのために今できること」を考え、地域の子どもを地域
で育てる意識が、各世代に受け継がれていくような取り組みを実践している。

　子どもに対する地域の協力が、年々大きくなってきている。イベントの継続的な実施に加え、普段の活動にも参画する中学生や
高校生が増加するなど、確実に子どもが育ってきている。

スポーツ教室「キックベースボール」 文化系教室「お菓子づくり」

文化系教室「農園(田植え)」 川崎子どもフェスティバル
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

「いつもいっしょに、ちいきの、みんなと」
ー障がいのある子どもたちの居場所づくりー

柏原子ども教室  ☆い・ち・み☆ 【大阪府柏原市】

柏原市内の小・中学校・近隣特別支援学校に
在籍する児童生徒

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 7人 69日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

体育館等 13年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

関係する学校

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

・定期的に教室を開催することで、外へ出ることが定着し、障がいのある児童や保護者の暮らしやすさにつながっている。
・地域住民の理解も深まっており、指導者の中には、地元で障がい児の為の教室を別に開いて活動を広げる方も出てきた。

　第二土曜日が休みになったことを
きっかけに、障がいのある子どもた
ちが家に引きこもることなく、健常
児と同じように、外に遊びに行くと
いう活動をさせたいと、放課後の居
場所づくりとして始まった。
　関西福祉科学大学ボランティア
サークルの学生の協力により、マイン
ドエアロビクス・スポーツ教室（卓球・
ボール運動等）・料理教室・プール教
室・音楽教室・散髪教室・創作教室（工
作・絵等）などの体験教室を実施して
いる。

＜特徴的な活動内容＞
　地域で障がい児が気兼ねなく活動体験できるように、慣れ親しんだ学校施設などを利用し、 
一つ一つの体験が成長につながるように、本人のしたい体験や保護者の希望などを取り入れ
ている。
　また、活動を通じて児童自身の体験を増やし、将来生きてゆく力を培う事につながればと
いう願いのもと、様々な教室を行っている。毎年50回以上の教室を開催、のべ400〜 500
名の児童・生徒が利用。それを18名のスタッフと20名のボランティアが支援。
＜実践に当たっての工夫＞
　支援学級の介助員、ホームヘルパー有資格者、障がい者施設実務経験者等、障がい児・者
への支援経験があるスタッフが手厚く対応。障がい児・者専用の保険に加入する等、安全確
保に万全を期するよう努めている。
　学校側の理解が得られ、支援学級に入級している児童・生徒へのチラシの配布、体育館や
特別教室の利用、吹奏楽部への演奏依頼等、連携が取れている。学校以外の団体・施設とも
連携ができていて、ボランティア、施設利用などでも協力を得ている。

▲マインドエアロビクスの様子 ▲卓球教室の様子

▲散髪教室の様子

▲�月ごとに配布されるチラシ。市内小中学校
の支援学級及び近隣の支援学校に在籍する
市内在住の児童・生徒みんなに配布される。
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

育てよう未来の宝、つなげよう地域の和

中山台子ども広場 【兵庫県宝塚市】

宝塚市立中山桜台小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 30人 203日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

小学校多目的室、旧幼稚園舎、公園
コミュニティセンター（児童室、調理室等） 19年度 あり

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　「地域の子どもは地域の大人で育
てたい。」子どもたちが地域のたくさ
んの人と関わりながら元気にたくま
しく育つことを願い、平成の初めの
頃より地域の有志が保育や読書の場
として自宅を開放し、子育て支援
を開始した。以降「子育ては地域の
重要な役割」との認識は脈々と受け
継がれ、現在に至るまで地域におけ
る子育て支援活動が深化発展してき
た。
　現在は、中山台コミュニティ子
ども部に属する5グループと他の1
グループ（計6グループ）が中心とな
り、「子どもが自由に遊び、学び、
仲間作りをする場。親子で集いくつ
ろげる場。子どもと大人が繋がり子
どもの育ちを地域が支援する場。シ
ニア力

りょく

を子どもの見守りに繋ぐ場。」
等として、安全で安心な居心地の良
い子どもの居場所づくりに取り組ん
でいる。地域全体での子育てを目指
したこの活動は、行政機関やその他
の子ども関係団体等とも連携しなが
ら地域の子育て力向上にも寄与して
いる。

○子どもと地域住人の貴重な交流の場となっている。
　参加形態が自由であり、子ども達は気軽に参加している。そして地域の大人を信頼し、繋
がることを楽しみにしている。また、乳幼児も保護者同伴で参加し微笑ましい異年齢交流と
なり、若いママと先輩ママとの対話の場ともなっている。地域住人同士の繋がりが希薄な昨
今、貴重な活動であり、また子どもと関わることは、地域の住民自身の生きがいともなって
いる。
○行政、関係機関、色々な団体等と連携し、活動内容も多彩である。
　行政、学校や児童館、様々な民間サークル団体と連携をし危機管理や運営に当たっている。
また、6グループそれぞれが子育て理念を持ち、経験や能力を生かした自主的・創造的な活
動を行っている。さらに、開催回数も多く、活動内容も多彩である。（主だった活動内容）
　・�運動遊び（マット、跳び箱、平均台、縄跳び、バランスボール、キンボール、リズム体操等） 
　・�季節行事（こいのぼり作り、七夕、野外炊事、水遊び、アートフェスタ作品作り、ハロウィン、
クリスマスツリー作り、こま作り、餅つき大会、節分お面作り、ひな祭り等）

　・�学び・体験活動（囲碁教室、クッキング、水鉄砲作り、エコ勉強会、リサイクル工作、仮
説実験、昔遊び、英語で遊ぼう、マジック、音楽、絵本作り、読み聞かせ、紙芝居など）

　・自由遊び・宿題（公園で思いきり遊ぼう、自由遊び、宿題やろう等）
○行政の要請で行っているのではなく、地域主体で運営している。
　地域の子どもを地域みんなで育てようとする熱い思いとパワーがある。
　「中山台子ども教室」実行委員の平成23年度登録者は18名だが、長年関わっている方も多
い。また、ボランティアも多く、新たな後継者も育ちつつある。実行委員の中には、囲碁の
有段者、スポーツ指導員など専門家もいて、自発的に生き生きと、時に専門的な活動も加え
て実施している。中山台コミュニティの重要な活動内容として子育て支援活動に位置づけら
れた「中山台子ども広場」（放課後子ども教室）は、高齢者支援活動と共に、組織的活動として
地域に浸透している。

　子どもたちとのふれあいは楽しい。地域で見守り育てていこうという思いがより確かなものになった。
　「パパ力

りょく

アップ講座」「孫育て講座連続8回」等の講座も並行実施し、地域の子育て家庭の見守りに繋がった。（シニア参加者延べ
283名。）
　学校と地域の連携がより進んだ。

ぼくも宇宙飛行士　「日本宇宙少年団
大塚先生のお話会」宇宙への夢が広が
りました。

水ロケットを作って飛ばそう！
凄い威力に感動!!

みんなで楽しくあそぼ！
（ニュースポーツ）

本を読んでもらうの大好き！
もっと本を読みたいなあ。
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

子どもの居場所づくりで世代間交流！

紀美野町中央公民館ふれあいルーム
【和歌山県紀美野町】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

紀美野町立野上小学校

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 16人 174日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

中央公民館内ふれあいルーム 16年度 あり
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
 子どもを取り巻く環境が変化し、
遊びや生活も変わってきている。子
どもたちが安心して異学年の仲間や
地域の大人と交流し、つながりを深
める場が必要であることから、中央
公民館を拠点に「ふれあいルーム」を
開設している。
　平成16年度開設当初は、毎週水
曜日、地元サークルによる「絵本の
読み聞かせ」や工作、あみもの教室、
音楽教室等子どもたちの体験活動
を中心に開催。平成19年度からは、
週４日（火曜日を除く平日）に拡充
し、様々な世代との交流活動も実施
している。

　地域の人が講師となって、干し柿づくり、竹細工、ミュージックベル演奏等の体験学習、
地域サロン（高齢者）との交流（ちぎり絵、おやつ作り、ゲートゴルフ等）、絵本の読み聞かせ、
ひまわりの観察、工作、献血車での疑似体験、防災訓練等、毎週水曜日をイベントデーとし
て多種多様なイベントを開催している。
　イベントがない日は、宿題をしたり、安全管理員の人や友だちとおしゃべりをしたり、本
を読んだりと、子どもたちが放課後を安全で健やかに過ごせる活動の場となっている。
週４回（月・水・木・金）の教室の開催
　・年間開催日数　174日
　・参加児童　のべ2,733名
　・工作や体を動かす体験活動
　・宿題や復習など学習
　・水曜日には、読み聞かせや体験活動等の企画した取り組みを実施

　地域サロン（地域の高齢者の活動グループ）と連携し、ちぎり絵・ゲートゴルフ・蒸しパン作りなど、世代間交流が活発に行える
事業に発展し、活動に参加した大人からは、「子どもたちの喜ぶ笑顔を見るのが楽しみ」「こんな事業があれば何度でも参加したい」
「日頃、子どもたちとふれあう機会が少ないのでいつも楽しみにしている」との声が聞かれる等、地域全体で子育てをしていく体制
が構築されつつある。

お手玉づくり

ちぎり絵体験

干し柿づくり
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事業を実施して

こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

充実した学習支援活動

早島放課後子ども教室 【岡山県早島町】

早島町立早島小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 30人 196日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

多目的教室 20年度 あり
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　子どもたちが安全・安心に過ごし、
基本的な生活習慣の確立や家庭学習
の定着を図る場として本教室を開設
した。４年生から６年生が参加して
おり、主に平日の放課後に活動を実
施している。

〈特徴的な活動内容〉
● 時間割の作成
　児童の学習意欲の向上と学習習慣の定着に向けた取組を重点的に行っており、１コマ45
分を基本とした時間割を作成しメリハリのある活動プログラムを工夫している。宿題以外に
100マス計算や漢字プリント等、個に応じた学習教材を提供したり、各自にがんばりカード
を用意したりして、学習に対する意欲を高めるようにしている。
● 人間関係づくり
　学習時間終了後は学習アドバイザーと子どもで自由遊びをしたり、全員でものづくり体験
やスポーツをしたりして、大人と子ども、子ども同士の人間関係が深まるようにしている。

〈実践に当たっての工夫〉
● 保護者懇談の実施
　保護者の要望の把握や児童理解を深めるため保護者との懇談を実施し、日々の生活の中で
配慮すべきことや、児童自身に身につけてほしいことなど保護者から直接聞き取り指導に生
かしている。保護者に教室での児童の様子等を伝え、家庭と連携を図りながら適切な教室の
運営に努めている。
● 学校との連携
　運営委員会において学校と運営等について協議を行ったり、普段から教室関係者と教職員
とが児童の様子などを情報交換したりして、学校との連携を密にしている。また、学校で活
用している学習教材を共有させてもらい、学校での学習内容を踏まえた教材を提供している。
● 放課後児童クラブとの連携
　本教室に隣接して放課後児童クラブ「城山学級」があり、1〜３年児童が参加している。ク
ラブ参加児童の中からも、４年生になると本教室へ移行する児童がいることから、移行児童
についての情報交換を密にしている。

　４年間の継続した取組により、学習習慣が身に付き、意欲的に学習に取り組める子どもが増えるとともに、異年齢集団での活動
を通して、コミュニケーション能力が向上している。

〈保護者の声〉
　児童クラブを卒業した学年が、安心で安全に過ごせる場所があることはとてもありがたいです。他学年の子どもとも遊べるし、
勉強もよく見てもらえて子どもも楽しみにしています。

学習活動に取り組む児童 秋の芋掘り体験活動の様子放課後子ども教室活動時間割
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

「子どもの元気な声が響きわたる学校」に
するために，学校支援隊が参画！

加茂小学校学校運営協議会 
【徳島県東みよし町】

東みよし町立加茂小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ ○ －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 40人 41日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

加茂小学校・加茂公民館 19年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

H22.5.18 6人 296人 14学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　平成２０・２１年度に，文部科学
省指定コミュニティ・スクール調査
研究校となり，学校運営協議会発足
に向けた推進委員会を立ち上げ，学
校支援隊を組織する。その教育効果
を確認し，平成２２年度から正式に
東みよし町教育委員会から学校運営
協議会の設置を認められる。学校運
営協議会は，地域住民や保護者の代
表６名と学校職員６名で構成され，
学校経営方針について協議してい
る。学校支援隊は，地域住民や保護
者で構成され，ほぼ毎日のように学
校の教育活動へ参画している。「確か
な学力部会」「豊かな心部会」「健やか
な体部会」の３部会を編制している。

学校経営方針＜めざす学校の姿＞
「子どもが喜んで登校する学校」「子どもの元気な声が響きわたる学校」

「子どもを大切にする人が集まる学校」
学校運営協議会（地域住民・保護者・教職員）＜めざす学校の実現＞

↓
学校支援隊
○活動名

対象学年：実施日：ボランティア人数
確かな学力部会 豊かな心部会 健やかな体部会

○学習サポーター
　全学年：随時：多数
○丸付け隊
　１・２年生：木曜日：25人
○放課後なかよしスクール
　３・４年生：木曜日：12人

○絵本の読み聞かせ
　全学年：木曜日：20人
○わくわく広場
　１・２年生：水曜日：27人
○生き生き茶道クラブ
　１〜６年生：木曜日：４人

○スクールガード
　全学年：毎日：37人
○加茂小連（阿波踊り）
　３・４年生：夏季休業中：20人

　学校評価アンケートの「学校は楽しい」に関する肯定群が，全児童の88.9％（平成21年度）90.3％（平成22年度）93.9％（平成23
年度前期）と上昇している。学校支援隊の方からは，「子どもたちがよく挨拶をするようになった」などの感想をいただいている。
世代間の交流を通して，互いに良い刺激を与え合っているように思う。学校としては，人間関係が築け，活力ある子どもに育てる
ために，学校支援隊の力が大きな影響を及ぼしていると捉えている。めざす学校の姿である「子どもの元気な声が響きわたる学校」
の実現に向けて，これからも地域とともにある学校づくりを進めていく。

丸付け隊 絵本の読み聞かせ 加茂小連（阿波踊り）
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事業を実施して

こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

東かがわの元気な子どもたちの健やかな
育ちを見守り、地域みんなが生き生きと・・・

東かがわ市放課後子ども教室 
【香川県東かがわ市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
2人 34人 240日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

専用施設（学校内）公民館・コミュニティセン
ター・学校施設（体育館等） 20年度 あり

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
－ －人 －人 －学級

東かがわ市立引田小学校・福栄小学校・三本松
小学校・丹生小学校・誉水小学校

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　学校内の専用施設や学校に隣接し
た公民館、コミュニティセンターの
休館日を利用して開催している。ま
た、放課後における安心・安全な居
場所及び遊び・学びの場の充実を目
的とし、地域の子育てネットワーク
として、支援の知恵や工夫、人材な
どを有機的に結びつける。
　放課後子ども教室と放課後児童ク
ラブのよい面を取り入れながら、全
ての子どもたちが豊かで健やかに放
課後を過ごすことができることを目
指して、一体的に運用する放課後子
どもプランモデル事業を今年度より
実施している。

　児童クラブ全体の約60％の児童が子ども教室に参加し放課後児童クラブと連携した放課後対策を実施している。異学年での交
流や、地域の大人（スタッフ・ボランティア等）との出会い、ふれ合いの場となっている。
　地域の講師を迎えての多種多様なプログラムで、学校とはまた違うスキルを得られており、子どもたちにとってよい経験になっ
ている。

　毎日のプログラムに、地域の公民館活動や、ボランティア団体などで活躍されている、
学習アドバイザー２名、安全管理員6〜 8名を配置し、地域の核となる小中学校内の専用
施設で、引田のまちが大好きになる子どもたちの育ちを、地域愛豊かなたくさんの人た
ちがかかわり、見守っている。

東かがわ市放課後子どもプラン
　5校の中の1校、「引田小学校」では、平成23年度モデル事業として、放課後児童クラブ47
名と、放課後子ども教室50名が仲間になって、毎日いろいろなプログラムに挑戦して、な
かよく・たのしく・いいじかんを過ごしています。
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

人と人との「想い」を繋ぎ、将来に渡り
その「想い」を継承する活動

三間放課後子ども教室 【愛媛県宇和島市】

宇和島市立三間小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 16人 184日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

学校内の和室、多目的ホール、体育館、運動場 20年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
＜特徴的な活動内容＞
● �日々の教室では、まず「宿題タイム」で退職教員による宿題を中心とした学習支援活動を
実施するとともに、「自由教室」の時間においては、軽スポーツや工作教室を実施する他、
学校支援ボランティアによる「読み聞かせ」や民間事業者(電力会社)と連携した科学に関
する学習プログラムを始め、行政機関や地域の協力者等との連携を図ることにより、自
由教室の時間の内容の充実と多様化に努めている。

＜実践に当たっての工夫＞
● �管理上、児童の登録を行い、登録児童の情報を学校・指導者と共有するとともに、年度
初めに学校・指導者との事前打合せを行なっている。

● �子どもの下校の安全確保を図るため、保護者の迎えを義務付けるとともに、保護者との
連絡体制を整備するため、保護者へのメールによる情報配信を実施し、迅速な情報伝達
を図っている。

● �地域の退職教員や保護者が教室の指導者を努めることにより、地域教育力の向上に努め
ている。

　平成16年頃から児童クラブ新設
の要望を受け、平成19年10月に設
置した｢放課後子どもプラン運営委
員会｣で協議し、学校の余裕スペー
スを利活用し｢放課後子ども教室」
として平成20年5月に「三間放課後
子ども教室」を開設した。地域の退
職教員や住民を子ども教室の指導者
として選任し、学校日を基本に年間
185日前後実施。三間小学校の多目
的ホール横の和室を利用し、宿題を
中心とした学習支援や学校の運動場
や体育館を利用して軽スポーツなど
多様な活動を実施し、それらの活動
を通じて保護者・指導者・学校との
信頼関係の構築と「地域の子どもは
地域で育てる」という意識の醸成を
図っている。

　この事業を通じ、｢学校(施設使用)｣、｢家庭(保護者)｣、｢地域(指導者)｣がそれぞれの立場で事業の趣旨を理解し、｢地域の子ども
は地域で育てる｣という意識のもと、その結びつきを強めながら地域の教育環境の向上が図られている。
　今後も｢学校｣、｢家庭｣、｢地域｣が連携・協力を図りながら、地域の人々の｢それぞれの想い｣を繋ぎ、将来、子どもたちが大人に
なった時、自分を育ててくれた地域や人々に感謝し、自分立場で出来る活動を率先して行えるよう、この｢想い｣を継承する活動が
今後も必要とされる。

●活動内容
時　間　帯 活　動　内　容

14:30
15:00 〜 17:30

17:30 〜 18:00
18:00

○ 指導者集合　教室の準備
○ �下校・児童の受入、宿題タイム(学習支援)、
自由教室(工作、軽スポーツ)

○ 掃除、後片付け、保護者への児童の引渡し
○ 指導者解散

参加児童の受入・確認 宿題タイム クリスマスリース作り 読み聞かせ

環境紙芝居
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

バラエティ豊かな活動を支える、
地域ボランティアの底力。

吉野ヶ里町わくわく子ども教室
 【佐賀県吉野ヶ里町】

吉野ヶ里町立三田川小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 42人 67日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

体育館、校庭、空き教室、その他 17年度 あり
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
【バラエティ豊かな活動内容】
　毎週水曜日は、子どもたちがわくわくできるようなバラエティ豊かな活動を用意している。
定番人気のおかし作りや昔遊び以外にも、春はいちご狩り、夏はスイカわり大会、秋は焼い
も会、冬は凧づくり教室など、季節感のあるプログラム構成を心がけている。また、校外に
も積極的に出向き、アイスクリーム工場や醤油工場、製薬会社等の町内企業を訪問するなど
して、子どもたちの見聞を広げる活動を取り入れている。

【地域ボランティアの充実】
　子どもたちの安全確保と活動サポートの為、現在12名の安全管理員が登録されている。
そのうち4名は毎週当番制での参加だが、当番日以外にも積極的に参加して頂き、毎回10名
程度の安全管理員が来られる。その他にも、その時々の活動内容に応じて、調理系であれば
婦人会、昔遊びであれば老人クラブなど、それぞれの得意分野でご協力頂いている。

【卒業生がリーダーやボランティアへ】
　教室への参加は基本的に4年生までとしているが、毎年数名の卒業生(5年生)が「わくわく
リーダー」として活躍している。子どもたちにとっては、頼りになるお兄さん・お姉さん的
な存在で、コーディネーター以下指導者にとっても非常に心強い存在である。更にリーダー
を卒業した6年生の中から2〜 3名がボランティアとして参加している。

【放課後児童クラブとの連携】
　主な活動場所である小学校体育館と放課後児童クラブが隣接しているという恵まれた条件
を生かして、活動内容に余裕のある時は、積極的に児童クラブの児童受け入れを行っている。

　「もっと遊びたいのに、近くに遊
び場がない。又は近くに友達がいな
い」などの理由で、放課後、家でゲー
ムをしたりテレビを見たりして過ご
す子どもが増えている現代。佐賀県
吉野ヶ里町では、町の宝である子ど
もたちに、安全・安心な居場所を提
供し、学校では体験できないような
“わくわく”できる活動を通じて、子
どもたちの活力・知力・社会力の向
上に取り組む「わくわく子ども教室」
を実施している。毎週水曜日には、
運動・ゲーム・実験・おかし作りな
ど様々な体験活動を計画し、金曜日
には、宿題の指導を中心とした学習
面でのサポートを行っている。

　今年で7年目を迎えるわくわく子ども教室。当初はボランティアの確保に頭を抱えていたが、地域の各種団体への積極的な呼掛
けや広報活動により、現在では毎回多くのボランティアに支えられての活動となっている。参加児童の保護者からは、「親子の会
話が増え、子どもの笑顔が増えた」「集団での行動ができるようになった」などの嬉しい声が多く聞かれ、指導者一同も常にやりが
いを感じながら活動を行っている。わくわく子ども教室は、子どもの居場所であるばかりでなく、大人の生きがいの場でもあるよ
うだ。

＜竹パン・焼いも会＞

＜いちご狩り＞

＜アイスクレープ作り＞

＜宿題の指導＞
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

「地域の子どもは地域で育てる」〜全保護者
と各種地域団体との幅広い連携〜

かじかクラブ（田代小学校放課後子ども
教室） 【鹿児島県南九州市】

南九州市立田代小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 8人 60日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

図書館、体育館、校庭等 20年度 あり
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　田代小学校区では、家庭において
は、家庭教育２日制という考え方に
基づいた子どものしつけなど、家庭
教育の充実に努めるとともに、地域
においては、関係機関・団体と学校
が連携し、地域の子どもは地域で育
てるという考えに立った子どもたち
の健全育成に向けた取組を行ってい
る。「かじかクラブ」では、全保護者
を含む推進委員とコーディネーター
が協力して活動を計画し、運営まで
行っている。内容は、スクールガー
ドによる放課後学習の見守りをは
じめ、親子読書会による読み聞かせ
会、体育指導員によるニュースポー
ツ、警察による交通安全教室等で、
地域や各種団体と連携して活動して
いる。

　かじかクラブの運営に当たっては、全ての保護者が推進委員となり、地域の方々のほか、
スクールガード、民生委員、食農推進委員、警察署、市体育指導委員、市役所、親子読書会
等、学校以外の関係機関と幅広く連携した活動を行っている。
　かじかクラブの基本的な活動は毎週木・金曜日の放課後学習と毎月１回の休日の活動であ
る。放課後学習は、スクールガードや民生委員を中心に指導している。毎月１回の休日の活
動は、５月の「かじかクラブ推進委員会」で、屋内型と屋外型の活動のバランスを考慮し、協
力していただく関係団体と調整を図りながら計画を立てている。また、年度末の推進委員会
では、活動を振り返り、次年度の活動方針を話し合っている。

○地域の方々の活動への参加によって、地域住民に子どもたちの考えや様子について理解してもらえる良い機会となった。
○市、校区、ＰＴＡ、学校、警察署等が連携した様々な活動の企画により、子どもたちは多くの体験をすることができた。
○子どもと一緒に保護者も活動に参加することで、親子共通の話題づくりとなった。

＜スクールガードによる放課後学習＞＜かじかクラブ推進委員会＞

＜警察署の協力による交通安全教室＞

【かじかクラブ年間計画（平成22年度）】
【１学期】

月 活動（休日）内容 関係団体
５ 第１回かじかクラブ支援推進委員会

６ 高齢者交流・ボランティア活動
グループホーム訪問 グループホーム

７ 交通安全教室
祇園祭り参加

南九州警察署
市指導員
PTA生活指導部

【２学期】
９ ビデオ鑑賞（人権学習） 校区公民館

10 ニュースポーツ（親子スポーツ） 市体育指導員
家庭教育学級

11 「山の寺」ピクニック
ネイチャーゲーム

市文化財課

12 クリスマス読書会 親子読書会
校区公民館

【３学期】
１ カルタとり大会 校区公民館
２ ペタンク 保護者

第２回かじかクラブ支援推進委員会
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

学校・児童クラブと連携！
地域のボランティアの心で子どもを育てる！

真和志小学校放課後子ども教室
 【沖縄県那覇市】

那覇市立真和志小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 20人 169日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

ニコニコルーム・体育館（校舎内） 19年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　新年度が始まる４月から活動を開
始し、月〜土まで充実した活動プロ
グラムがある。手芸・お手玉や、様々
なもの（船やお花）を折り紙で作った
りして手先の器用さを養い、琉舞や
三線では、伝統芸能に学ぶことで地
域（沖縄）の文化に関心を広げてい
る。それぞれの活動の前に宿題時間
を設けたり、漢字検定にも取り組む
など学習支援も行っている。また、
体力面で運動を取り入れ、キンボー
ルを楽しみながら実施している。

　真和志小放課後子ども教室は、地域の方の呼びかけによって始動しており、活動場所となっ
ているニコニコルームも「父親の会」が空き教室をリフォームして設置するなど、多くの地域
住人で取り組まれている。地域の方のボランティア精神によって成り立っており、地域の子
どものためにスタッフみんなが楽しく教室活動を行っている。
充実した活動内容を中心に子どもの意思を尊重した運営となっている。
　学校側も「放課後子ども教室」が放課後の子どもの安心・安全な居場所として認識し、環境
を整えるよう協力的であり、教室スタッフが活動しやすい体制である。また、学校行事と一
体化した形で取り組み、教室活動の成果発表の場として学校行事に参加している。
児童クラブとの連携も良好で、共通理解のもと子どもたちのニーズにあった活動を提供して
いる。

● 子ども教室スタッフの組織体制がしっかりし、多くの地域高齢者の方々の協力が得られ、充実した活動となっている。（学校）
● 以前より活発になり、勉強に対する姿勢も変わった。教室で学んだ工作等を家で披露するなど楽しませてもらっている。（保護者）
● 地域の子どもに対する関心が高くなり、様々な交流をもつようになった。子どもたちから元気（パワー）をもらっている。
● �地域の高齢者・異学年との交流により、子どもたちは素直に明るく成長している。学校の理解・協力も得られ、スタッフみん
なが楽しく活動し、地域住民間の交流も深まっている。（スタッフ）

お琴＆流舞の練習

折り紙の前の宿題

活動予定お知らせ 平成23年度の主な活動
内　　容 曜 日 時　　間

1 手芸・お手玉 月 15:00 〜 17:00
2 郷土の踊り 火 15:00 〜 17:00
3 折り紙 水 15:00 〜 17:00
4 漢字学習 木 15:00 〜 17:00
5 三線 木 15:00 〜 17:00
6 琴 金 15:00 〜 17:00
7 キンボール 土  9:00 〜 12:00
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事業を実施して

こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

〜みんなで遊ぼう！！
　ゆうやけ・サタデーサポート〜

ゆうやけ・サタデーサポート
 【さいたま市】

さいたま市立高砂小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 69人 76日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

校庭、体育館、生活科室 16年度 あり
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

関係する学校

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　地域に子ども達が自由に遊べる広
い場所がないことや都市化の影響で
世代間の交流の機会が減ったことか
ら、地域の有志の方の協力により、
校庭を開放し、子どもたちと遊びを
通して触れ合い、体験学習の機会を
提供するなどして、徐々にその活動
の幅を広げていった。現在、月･木
･土曜・学校休業日に学校の教室・
校庭等を活用して、子どもたちの安
全・安心な活動拠点を設け、地域の
方々の参画を得て、子どもたちの遊
び、自主学習、スポーツ、文化活動、
地域住民との交流活動等の取り組み
を実施することにより、子どもたち
が地域社会の中で、心豊かで健やか
に育まれる環境づくりを推進してい
る。

≪多彩なプログラム　〜今日は何をするのかな？！〜≫
　活動開始より今年で7年となり、これまで培ってきた、子どもが安心・安全に過ごす為の
ノウハウとバラエティ豊かなプログラムを実施できる活動力が大きな魅力である。
[活動事例１］
遊びと学び：ボール遊び・
大縄飛び・フラフープ・編
み物・折り紙・ゲーム・す
いか割り・空手教室・ツリー
作り・宿題サポート・面白
プリント・習字・そろばん
など

[活動事例２］
中高生による特別講座：「中
学生による夏休みわくわく
講座」・「高校生によるおも
しろ体験講座」

[活動事例３］
理科教室：シャボン玉作り・
地球儀作り・ツリー作り・
日食観察・博物館見学など

≪地域・家庭との連携〜スタッフの充実〜≫
スタッフ構成：参加者の保護者・ＰＴＡ・元教員・民生委員・青少年育成地区会・大学生・
高校生・中学生など
　平成22年度は述べ1,119人のスタッフが参加した。スタッフの年齢層が広く、様々な世
代との交流が可能となっている。近隣の多くの中高生がスタッフとして加わり、夏休みには
中高生による特別講座を行うことにより、中高生自身の成長を促すだけでなく、年の近い者
が手本を示すことによる良い影響を児童に与えることができている。
　さらに、保護者と一緒に参加できる日を設け、親子で共有できる思い出を作る手伝いをし、
家族との繋がりを大切にできる活動を行っている。
≪学校との連携〜学校地域連携コーディネーターの配置〜≫
　平成22年度より、学校地域連携コーディネーターが学校に配置され、学校と地域の橋渡
し役として、ゆうやけサタデーサポートと学校との連携を行っている。

　高学年の児童はボランティアをすることが参加の条件であり、低学年の児童もお手伝いをするとシールをもらえる仕組みを作っ
ている。中高生がスタッフとして参加していることもあり、当教室では上級生が下級生の面倒を見る流れが自然と出来ており、子
どもたちは他人の手助けをする助け合いの気持ちを育むことができている。
　参加児童からは「勉強ができるようになった」「苦手だったことが自分から進んでできるようになった」「小さい子の面倒をみられ
るようになった」「ゆうやけ大好き、毎日あるといいな」「友だちがいっぱいできた」「スタッフの人が話をよく聞いてくれるので安心
していろんな話ができる」「みんなと協力して、いっしょに勉強や工作や掃除ができて良かったし、楽しかった」等との声が寄せら
れており、児童それぞれの喜びや成長につながっていることが伝わってくる。
　また、スタッフは「子どもをたくさん褒めて、自信をつけさせてあげたい」「長い人生に必要な生きる力を身に付ける場にしたい」
という想いのもと、「地域の子は地域で育てる」ことを実践しており、本事業を通して、地域・家族・友達などの人と人との絆を感
じることができ、のびのびと遊び、楽しみながら学習できる居場所作りを行っている。

【活動風景：学習アドバイザーと
頭脳パズルをして過ごす】【シンボルデザイン】

【生徒募集チラシ】
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

名古屋市立児玉小学校

児玉小学校トワイライトスクール
 【名古屋市】

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 33人 290日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

トワイライトスクールプレイルーム、校庭、体育館 9年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

地域の力を活用して、子どもたちに豊かな
「遊び｣｢学び｣｢体験｣｢交流」の提供

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

　「地域の子どもは地域で育てる」という意識のもと、学校という安心・安全が確保されている場所で、学年の異なる子どもたちが
一緒になって思い切り遊び、学ぶことができる場を提供し、日常的な異学年交流や学習習慣の定着化を図っている。
　地域協力員や体験活動講師として地域の方々の協力を得て、日 「々遊び｣･｢学び｣･｢体験｣･｢交流」の豊かな活動が実施されており、
本事業を通して、子どもたちと地域の大人との交流が深まっている。　

　放課後などに学校施設を使って、
学年の異なる友達と自由に遊んだ
り、学んだり、さまざまな体験活動
に参加したり、地域の人々と交流し
たりする活動を通じて、子どもたち
の自主性、社会性、創造性を育む目
的で実施している。
　各学校の運営指導者がコーディ
ネーターとなり、地域協力員や体験
活動講師、学生ボランティアなどの
地域の方々の積極的な協力を受けな
がら、日々、子どもたちの豊かな活
動を支援している。

＜特徴的な活動内容＞
● �地域の特性を生かしながら、地域人材を積極的に活用し、お抹茶、囲碁、サッカー、ゲー
トボール、手芸、折り紙等、毎月15〜 16種類の体験活動講座を開催し、毎回多くの児
童が受講している。

● �体験活動講座の講師は、学区の女性会、老人クラブ連合会、ゲートボール協会等の諸団
体や地域の方々との連携・協力によるもので、地域がさまざまな形で支援しながら充実
した活動に取り組んでいる。

＜地域の方による多様な体験活動の例＞
○ＡＢＣで遊ぼう　○キッズイングリッシュ　○絵を描こう　○お話（読み聞かせ）　
○紙芝居と折り紙　○サッカー・ボール遊び　○ゲートボール　○ペタンク　○手芸　
○クロリティー　○マジック　○物作り　○お楽しみ会（季節行事）　○楽しい工作　
○どきどきゲーム　○ゲームとクイズ　○囲碁（碁石で楽しもう）　○はじき絵　○折り紙
○お抹茶　○環境デーなごや「トワイライト美化活動」
＜地域との交流を深める事業＞
地域ふれあいサタデー「グランドゴルフ」
＜その他の特徴＞
● �名古屋市のトワイライトスクールへの申込の割合（全市の平均）が49.8％であるのに対し
て、本校は58.6％と高く、より多くの子どもたちから支持を受け、事業の充実を図ろう
と努めている。

● �体験活動講座の種類が大変豊富である。学区や地域の積極的な協力により、長年に渡っ
て毎月15〜 16種類の豊富な体験活動講座を継続的に維持することができている。

＜組織・手法における特色＞
● �学校や地域の意見を反映した運営に向けて、定期的に運営連絡会を開催し、十分な地域
との連携が図られている。

● �地域のさまざまな立場の人材が、地域協力員や体験活動講師として積極的に事業に関わ
り運営されている。

開設当初からの講師による講座「手芸」 老人会のみなさんと楽しく交流体験活動講師による講座「ふれあい囲碁」
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

地域の力を活用し、子どもたちに豊かな
「遊び｣｢学び｣｢体験｣｢交流」の提供

御器所小学校トワイライトスクール 
【名古屋市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 29人 288日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

トワイライトスクールプレイルーム、校庭、体育館 11年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

名古屋市立御器所小学校

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　放課後などに学校施設を使って、
学年の異なる友達と自由に遊んだ
り、学んだり、さまざまな体験活動
に参加したり、地域の人々と交流し
たりする活動を通じて、子どもたち
の自主性、社会性、創造性を育む目
的で実施している。
　各学校の運営指導者がコーディ
ネーターとなり、地域協力員や体験
活動講師、学生ボランティアなどの
地域の方々の積極的な協力を受けな
がら、日々、子どもたちの豊かな活
動を支援している。

＜特徴的な活動内容＞
● �子どもの体験活動の充実のために、地域と連携し地域人材を活用して、「おもしろ工作」、
｢電車を走らせよう｣、｢ランラン学習(科学遊び)」、「手芸遊び｣、｢ゲーム遊び｣、｢陶芸」等、
子どもたちに好評な魅力的な体験活動を提供している。

● �日ごろの体験活動講座「陶芸」で子どもの興味・関心を引き出した上で、地域ふれあいサ
タデーとして「ふれあい親子陶芸教室」を実施するなどの工夫をこらして、地域と連携し
て企画・運営している。

＜地域の方による多様な体験活動の例＞
○ランラン学習　○言葉と遊ぼう(短歌)　○楽しいぬり絵　○読み聞かせ　○ボール遊び
○ゲーム遊び　○電車を走らせよう　○ザ・マジック　○折り紙・切り紙　○おもしろ工作
○陶芸　○手芸遊び　○絵手紙　○手話　○環境デーなごや「リサイクル工作」
＜地域との交流を深める事業＞
　地域ふれあいサタデー「ふれあい親子陶芸教室」「ふれあいわくわくガーデニング」「夏の盆
踊り練習会」
＜その他の特徴＞
● �子どもたちが活動できるプレイルームが、１部屋という限られたスペースの中で、親子、
家族、地域の積極的な参加を促す工夫をし、多数の参加者を集めながら楽しい活動を実
施している。

● �地域との強い結びつきのもと、地域の教育力を積極的に生かした体験活動を開発してい
る。体験活動の数が月平均18.3回と多く、コーディネーターである運営指導者が、地域
の協力者とともに活動方法を工夫して実施している。

＜組織・手法における特色＞
● �学校や地域の意見を反映した運営に向けて、定期的に運営連絡会を開催し、十分な地域
との連携が図られている。

● �地域のさまざまな立場の人材が、地域協力員や体験活動講師として積極的に事業に関わ
り運営されている。

　「地域の子どもは地域で育てる」という意識のもと、学校という安心・安全が確保されている場所で、学年の異なる子どもたちが
一緒になって思い切り遊び、学ぶことができる場を提供し、日常的な異学年交流や学習習慣の定着化を図っている。
　地域協力員や体験活動講師として地域の方々の協力を得て、日 「々遊び｣･｢学び｣･｢体験｣･｢交流」の豊かな活動が実施されており、
本事業を通して、子どもたちと地域の大人との交流が深まっている。

環境デーなごやの「リサイクル工作」 女性会・民踊の会のみなさんと楽しく交流体験活動講師による講座「陶芸」
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

「地域の子どもは地域で育む」理念のもと，
子どもたちに自学自習の習慣づけを図る。

西陣中央小学校放課後まなび教室
 【京都市】

京都市立西陣中央小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ ○ －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 26人 188日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

空き教室 19年度 あり
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

H18.2.14 5人 583人 18学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　放課後における児童の自学自習の
学習習慣の定着と安心安全な居場所
の充実を図るため，平成19年度に
開設した。現在は，学力向上の取組
の一環として，宿題や予習復習等を
はじめ，子どもたちが個別の学習教
材を持参し，自学自習に取り組んで
いる。
　また，夏休みには，地域のそろば
ん塾の協力を得て，そろばん講座を
開講したり，放課後まなび教室のス
タッフが指導する卓球教室を開催し
たりするなど，特別な活動も実施し
ている。

＜幅広い関係者の参画＞
● �「子どもは学校・保護者・地域の三者が共同して育む」との方針の下，学校運営協議会の「確
かな学力向上委員会」及び「読書活動委員会」が中心になり，実行委員会を組織し，運営し
ている。スタッフは，地域や保護者，学校運営協議会，元教員，学生など，幅広い関係
者が参画し，ボランティアとして活動している。また，スタッフ会議を定期的に開催し，
運営上の課題や子どもたちの様子等について，情報の共有を図っている。

● �学校に「放課後まなび教室」担当教員を配置するなど，日頃からスタッフと学校との連携
が円滑に行われている。

● �保護者に対しては，子どもの成長を意識してもらうため，年間数回の保護者会を開催し，
子どもの成長の様子と課題を共有している。

＜特徴的な活動内容＞
　子どもたちは，「放課後まなび教室」での学習計画表を毎回作成し，自分で立てた計画に沿っ
て学習していく。学習計画表はスタッフと保護者が毎回目を通す。
● 参加者数　　年々参加児童が増加し，多い月には500名を超える状況である。
● スタッフ数　学習アドバイザー６名・学習サポーター 21名
＜実践に当たっての工夫＞　　
● �新企画　　今年度は夏季休業中に，日常的な学習活動以外に，地域のそろばん塾の協力
を得たそろばん教室か，卓球の経験者が指導する卓球教室かを選択できるようにした。

● �プリント学習などをがんばった子どもに「がんばり賞」，年度の終わりには「修了書」等，
子どもたちの学習への取組に対し，スタッフから賞状を贈り，子どもたちのやる気を引
き出している。

● 基礎的な学力の定着や自学自習の習慣づけが図られてきている。
● �西陣中央小学校は，複数の小学校の統合校であり，「放課後まなび教室」で地域住民や保護者等が子どもたちを支援することで，
学校を中心にした地域づくりにつながっている。

学習計画表と参加カード 放課後まなび教室の様子 スタッフから贈られる賞状と修了書
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事業を実施して

こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ ○ － －

大阪市立西天満小学校

西天満小学校「いきいき」活動 【大阪市】

なかよくすすんで活動する
「いきいき」をめざして！！

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
2人 39人 293日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

グラウンド、体育館、余裕教室 7年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

　「いきいき」に継続して参加する児童が非常に多いことなど、何よりも子どもが喜び、進んで参加している「いきいき」となってい
る。運営する指導員の様々な創意工夫などにより、行事の充実だけでなく、子ども相互の人間関係づくりが良好である。また、学
校・地域などの組織との連携がスムーズかつ緊密であり、児童の健全育成に着実につながっている。地域の方々も「いきいき」に対
して非常に協力的であり、地域に定着している。

活動のねらい
（１）�仲間とともに支えあって活動す

る
　参加児童が学年を問わず仲良く友
達と活動するよう、支援児童をみん
なで支えあって仲間に入れた活動を
すすめる。
（２）自分で考えすすんで活動する
　自ら見通しを持っていきいきに参
加し、自主学習にいそしみ、ものづ
くりや遊びなど主体的な活動を推進
する。
（３）安全に留意して元気に遊ぶ
　室内・屋外での活動のきまりを守
り、自分の身の安全とともに友達の
安全も気をつけて楽しい遊びを工夫
する。
　⇒指導員は、日々ミーティングで
の意見交換などを通じて、常に注意
喚起し、環境整備に配慮している。

○学校・地域・保護者が一体となった年間行事
・�年間を通した「いきいき大会」において、ぬりえ、なわとび、カルタ、地域指導員が準備し
た「大型百人一首」などの大会を開催し、地域・保護者に公開している。
○創作活動や特別活動
・�年間を通して様々な創作活動に取り組み（竹笛つくり、凧つくり、万華鏡工作、どんぐり・
松ぼっくり工作、廃品利用の工作など）、「児童いきいき作品展」への出展をはじめ、学校
が実施する作品展で作品を展示している。
　また、施設見学や、「天神祭」などの地域行事など、校外活動も実施している。
○子どもたちとのミーティング
　⇒子どもたちの参加が最も多い時間帯を見計い、子どもたちと話し合う。
　・児童の安全管理　　　　・いじめや仲間外れ　　　・遊び道具の使い方　　・後始末
　・あいさつや言葉づかい　・良い行い、直してほしいこと　　など様々
　⇒�子どもたちの意見・経験も取り入れ,繰り返し根気よく実践。「決まり」を守らなかったり
気付かなかったりしたこと

　を意識付けるとともに、安全な活動、良い友だち関係、望ましい生活習慣づくりに役立て
ている。

伝承あそび（指導員の手作り「百人一首」）



118

こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

輝く笑顔あふれる「いきいき活動」を求めて

新平野西小学校「いきいき」活動 【大阪市】

大阪市立新平野西小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
2人 56人 293日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

グラウンド、体育館、余裕教室 11年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
○学校・保護者・地域と連携した特別プログラムが充実している。
　これらのプログラムの実施にあたっては、その「お知らせ」を学校を通じて全保護者に配布
したりするなど、学校も積極的に関与している。さらには、PTA組織や、町会をはじめとし
た地域の方々もその企画・運営に積極的に関わっている。
　・４月の新入生歓迎会　　　　　・６月の保護者を交えたミニ運動会　・７月の七夕飾り
　・８月のお店屋さんごっこ　　　・11月の地域の方々とともにゲートボール大会
　・１月のこま回し、ぬりえ大会　・３月の卒業生送別会

○地域の方々の協力を得た特色ある取組み
　子どもたちとのふれあいを通じて地域に貢献したいとの思いから、様々な取り組みに対し
て非常に協力的である。
　・ゲートボールの指導(地域のゲートボールチームから指導者を派遣)
　・太極拳の指導
　・将棋の指導（将棋連盟からの有段者）

　「いきいき」活動の大きな目標である「児童の健全育成」にしっかりと取り組み成果を挙げている。特に地域の人々による積極的・
貢献的な活動を通して、学校や「いきいき」に協力体制ができあがっている。また、地域で実施されている「見守り隊」による登下校
時の見守りなど、安全管理に対する活動なども含め、「地域全体で子どもを育てていく」という意識がしっかりと根付いてきている。
　また、地域を交えた様々な活動が定着しており、児童のいきいきとした活動が地域の方々に認識・理解されている。

活動のねらい
（１）�子どもたちが互いに協力し積極

的に創造的な遊びができるよう
に努める

（２）�いきいきパートナーとの交流を
促進する

（３）�支援を必要とする児童への理解
を深め指導の充実を図る

　地域の方と一緒に太極拳 　「将棋教室」の日の様子
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事業を実施して

こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

地域の子どもは地域の宝！
子どもが輝く居場所づくり

白鷺小学校放課後ルーム 【堺市】

堺市立白鷺小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 13人 287日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

多目的室、図書室、体育館、運動場等 21年度 あり
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　「地域の子どもは地域の宝」を合言
葉に、平成21年度より白鷺校区連
合自治会が中心となって運営し、今
年で3年目を迎える。
　放課後や週末等に学校施設を利用
し、高学年児童を対象に、学習をは
じめ様々な体験・交流活動等の場を
提供することにより、児童の学習の
習慣づけを図るとともに、意欲や関
心を広げることを目的とする。

＜特徴的な活動内容＞
　宿題などの日々の学習活動に加えて、書道、木工作、けん玉や竹馬などの昔遊びを含めた
活動、野外炊飯や科学館への校外活動、放課後児童クラブと連携して夏祭りやスポーツ大会
を主催するなどのプログラムが充実している。
◎日常活動　※平日は入室後20分以上学習、その後、自由時間（プログラム）
　長期休業中は、午前中2回（45分）学習、昼からプログラム
○�自主学習：宿題、ワークブック、読書、書道、作文・読書感想文（夏休み等の宿題で、保
護者に好評）等　

○�室内プログラム：工作、編み物、ワイヤーアート、オカリナづくり、ビーズ、オセロ、将
棋、音楽活動等　

○�スポーツ活動：ドッジボール、バスケットボール、サッカー、バトミントン、おおなわ、
エアロビクス、一輪車、卓球等

○�昔遊び：けんだま、竹馬等
○野菜作り
○�イベント：のびのびルームと合同の夏まつり（保護者も参加して）、のびのびルームスポー
ツ交流会、クリスマス会等

◎�校外活動　長期休業中や土曜日等を利用し年に数回実施（野外炊飯・大阪市立科学館・天
王寺動物園等）

＜地域の人材を生かした運営体制＞
 コーディネーターが中心となり、円滑な事業運営ができるよう学校や行政機関と調整を図っ
ている。
 また、地域の方や保護者をゲストティーチャーに招いたり、地域にある大学の学生を指導
員として登用したりする等、地域の人材を生かした運営に努めている。

●子どもの声　いろいろなことができて楽しいプログラムがある。友達が増えた。
●保護者の声　自分から進んで学習するようになった。子どもの良いところを見つけて褒めてくれるのがありがたい。
●�学校の声　　指導員の皆さまが、「地域の子どもを育てる温かい心」をもち、児童一人ひとりの特性を理解して、関わっていただ
いています。学習のみならず、様々な体験プログラムを通して、子どもたちの生き生きとした姿が見られます。

●�運営委員会の声　指導員は子どもたちの五感を大切に、その長所を最大限引き出すべく、きめ細やかに一人ひとりと向き合うこ
とを常に心がけています。

野外炊飯 エアロビクス
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

学習習慣の定着と学力向上の手助けをする

五明っ子クラブ 【松山市】

松山市立五明小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ ○ － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
1人 22人 303日 あり

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

五明小学校別館和室、校庭、体育館など 20年度 なし
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　開設のきっかけは、学校からの要
望により、子どもたちの放課後の安
全・安心な居場所として「放課後子
ども教室」を開設する運びとなった。
活動の目的は、学習習慣の定着で、
特に算数・国語を中心に学習する。
算数は、プリント、問題集などを使っ
て基礎基本の定着と、考える力の育
成を目指している。国語は、漢字、
もじのけいこ、読書、詩の暗唱など
を行っていて、様々な作品に触れさ
せることで、豊かに読み取る力を育
成することを目指している。また、
「はばたきタイム」として様々な専門
分野の講師を招いて、水泳・造形・
英語・自然の体験学習を行う。

＜特徴的な活動内容＞
●学習習慣の定着・・・低学年から継続的に学習活動を行うことで学習習慣をつける。
●� 学力の向上・・・・・様々な問題に挑戦することで、基礎学力の定着を図るとともに、
漢字検定など多数が参加する機会をつくって向上心や経験値を養う。

● 本物を学ぶ・・・・・専門家の指導による体験活動で本物に触れる。
＜実践に当たっての工夫＞
● �継続性・定着度・・・年間を通じて、月〜土及び長期休業中に実施し、日常的に活動が
実施されている。

● 参画者の充実・・・・学習スタッフとして、教育学部の大学生が参画している。
● 学校との連携・・・・学校側と密に連絡を取り合い、円滑な連携・協力関係を図っている。

● �中山間地域に位置する少人数の学校であるため、放課後の学習や体験の場があることは、子どもの居場所づくりに最適の場と
なっている。

● �学校との連携を密にすることで、子どもの日々の様子や実態にあわせた対応が可能となり、個に応じた指導を行うことができ
ている。

● 五明っ子の活動を地域に知らせることで、地域の理解と協力が得られている。　　　　　　　　　（松山市立五明小学校より）

【はばたきタイム活動表】
花のアレンジプレゼント（5月）	 習字（8月）	 オオムラサキの幼虫をさがそう（2月）
おんぷのマーチ（7月）	 トールペイント（8月）	 漢字検定（2月）
きろくを伸ばそう　※水泳（7月）	 ダンボールでピザ作り（8月）	 	 サックスを聞こう（3月）
Ｔシャツアート（7月）	 五明川の水生生物調べ（9月）	 卒業おめでとうケーキ（3月）
ダンボールハウス（8月）	 エリエール美術館で絵の鑑賞（9月）	 楽しい英語（毎週土曜日）
ポスター（8月）	 紙でとんぼや飛行機を作ろう（10月）	

学習の様子 学校参観デー 漢字検定全員合格 ダンボールハウス作り
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事業を実施して

こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

学校づくりは地域づくり
自主参画型で学校と地域の協働関係を深める

南が丘地域教育委員会 【三重県津市】

津市立南が丘小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ － ○ －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

H17.12.26 14人 876人 30学級

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　学校運営に地域住民が参画することで人と人、地域と学校との出会いが生まれ、相互が協力し合う中で連帯感が育まれてくる。こ
のことは、「学校を核とした地域づくり」と、よりよい子どもたちの成長へとつながっていく。即ち、南が丘地域教育委員会は、学校
に対する権限よりも、学校との信頼関係を大切にしている。学校と「緊張感のある協働」の関係を保持しながら、年度末に学校への提
言を行うとともに、地域住民を講師に招いての「夏休み子ども教室」の開催、日ごろの学習を支援する学習支援ボランティアの組織化
をはかり、子どもたちに「地域を思う心」を育み、地域の連帯を深める南が丘「ふれあいまつり」を開催してきた。

　平成14年度〜平成16年度の3年間、文部科学省より「新しいタイプの学校運営の在り方に関する実践研究」の指定を受けて以来、
本年で節目の10年を迎えた。指定を受けた当初は、「地縁が薄い新興住宅団地ではコミュニティ・スクールは成功しないのではな
いか。」と危惧する面もあったが、学校を支援する組織体制が確立されるとともに多くの地域の方の協力が得られ地域住民のつなが
りもできてきた。
　今後、学校運営協議会の委員が代わっても、これらの取組が継続されるよう、活動自体をより学校・地域にとって魅力あるもの
として保護者の参加機会を増やしながら、その参画意識を一層高めていく必要がある。

地域の活性化

子どもたちの安全確保

地域と学校の連携協力

子どもたちへの学習支援・
学習環境整備

「夏休み子ども教室」
31講座に591名が参加

学校への提言

地域連携部会

学校協働部会

安全推進部会

自転車乗り方講習会

小中合同地区懇談会

図書館ボランティア

教職員と語る会

家庭科学習支援

親子スポーツ教室

アロマのポンポン香玉作り

お抹茶をたてよう

約4,000人の参加者があった第７回南が丘「ふれあいまつり」

南
が
丘
地
域
教
育
委
員
会

学
校
運
営
協
議
会

南が丘コミュニティネット（学習支援ボランティア）

特 　 　 徴
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

地域のブレインが県立高校をバックアップ！
（大方高等学校学校運営協議会）

大方高等学校　学校運営協議会 
【高知県黒潮町】

高知県立大方高等学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ － ○ －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

H18.7.5 11人 167人 7学級

関係する学校

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　大方高等学校は平成17年４月に、
通信制の課程を併置した多部制単位
制普通科高校として、前身の大方商
業高等学校の施設・設備を引き継ぐ
形で開校している。伝統ある大方商
業高等学校を多部制（定時制）高校に
改編するにあたり、多くの諸問題を
クリアする必要があり、地域のブレ
インに力を借り、平成15年度には
学校運営協議会の前身となる組織を
立ち上げ、地域の理解を得て開校す
ることができた。それ以降、学校の
経営方針、取組、学校評価等につい
て協議し、学校の活性化に貢献して
きている。

　学校運営協議会の活動の中からヒントを得て生まれたものが、高知大学、地元の黒潮町と
の連携による取組である。
　１年次は、高知大学との連携によりコミュニケーション能力の育成に重点をおいたプログ
ラムを実施し、生徒たちの仲間づくりや人間関係力を育む機会となっている。
　１年次生たちに一定の準備ができた後、２年次に地域の協力を得て、自律創造型地域課題
解決学習を実施している。これは地域からのミッション（黒潮町を活性化するための方策）を
解決するためのアイディアを高校生が提案するもので、そのために、地域で調査やインタ
ビューを行い、最後にまとめたものを校内発表会でプレゼンテーションするというものであ
る。学校と地域をつなぐコーディネーター役を地元の学校運営協議会委員が担ってくれてい
ることで、生徒たちはミッションに向けて多様な経験ができており、校内発表会には、ミッ
ションに関わった地域の方々等も参加している。この取組の中から、高知県地場産大賞次世
代賞を受賞した「かつおタタキバーガー」や商品化された「黒塩」などが生まれている。
　そして３年次には進路に関わるコース別プログラムを高知大と連携し実施し進学・就職指
導に役立っている。

　開校以前から約９年にわたり、黒潮町の企業主や行政関係者、教育関係者、高知大学関係者および保護者代表が学校にかかわっ
てくれることで、教職員・生徒に力強い支援体制が組まれ落ち着いた環境で教育活動ができるようになった。
　特に、生徒たちは教職員以外の地域の大人との交流により、大きく成長していく様子が顕著に見られ、この活動の成果となって
いる。

学校運営協議会会議風景

校内発表会　プレゼンテーション風景

かつおタタキバーガー　ＮＨＫ番組に出演
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

未来に輝く小中一貫コミュニティ・スクール

OGT小中一貫コミュニティ・スクール（御所南コミュニティ、
スマイル21プラン委員会、けやきプロジェクト） 【京都市】

活動の区分
学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他

－ － ○ －

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル

御所南
小学校

指定日 委員数 児童生徒数 学級数

H16.11.26 14人 1,174人 33学級

高倉
小学校

指定日 委員数 児童生徒数 学級数

H16.11.26 13人 571人 18学級

京都御池
中学校

指定日 委員数 児童生徒数 学級数

H16.11.26 7人 661人 20学級

京都市立御所南小学校、高倉小学校、
京都御池中学校

関係する学校

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　御所南小学校、高倉小学校、京都
御池中学校では、平成16年度に「学
校運営協議会」が指定され、「未来に
輝く小中一貫コミュニティ・スクー
ルの創造」として、３校の学校運営
協議会を基盤とした取組を進めてい
る。
　以来、３校それぞれの取組はもち
ろん、OGT小中一貫コミュニティ・
スクールでの共同の取組として、３
校合同で実施する小中一貫コミュニ
ティ・スクール研究発表会への支援
をはじめ、「敬老プレゼント作り」、
「御苑宝探しツアー」や「のれんスタ
ンプラリー」など中学校区を対象と
した取組も精力的に行われており、
３校のきずなを深め、小中一貫教育
を進める大きな基盤となっている。
　さらに、平成23年2月には、文部
科学省が呼びかけられている「リア
ル熟議（現場対話）」の一環として、
３校の児童・生徒を対象とした「こ
ども熟議」を開催するなど、年々、
その取組の充実に努めている。

● �OGT小中一貫コミュニティ・スクール（「御所南コミュニティ（御所南小）」・「スマイル
21プラン委員会（高倉小）」・「けやきプロジェクト（京都御池中）」）においては、平成16年
度の学校運営協議会制度が創設される以前に、「新しいタイプの学校運営に関する実践研
究」の指定（御所南小学校は平成14年度文部科学省指定、高倉小学校は平成14年度京都市
独自の指定、京都御池中学校は平成15年度京都市独自の指定）を受けて以来、その後の
京都市での学校運営協議会の普及にあたり、そのモデルとなる方式を構築するとともに、
活動のさらなる充実に努めている。

● �３校それぞれの学校運営協議会の取組とは別に,OGT小中一貫教育推進委員会を設置し、
その下に、学力向上委員会、読解力育成委員会、小中交流委員会の３つの委員会を置いて、
小中学校間の連続性を高めるカリキュラムの構築、小中学校間での人事交流などを通じ
て「学び」と「育ち」を一層充実させる小中一貫教育を推進している。

● �３校による小中一貫教育については、中学校の校舎で２小学校の６年生が学ぶ（５・４制）
という京都市唯一の特色であり、こうした取組と密接に関わってきた本活動は、本市で
目指している小中一貫教育（中学校区）の視点を踏まえた取組として継続的に行われてい
る。

● �小学校の教員間で合同学年会を実施する小小連携や、３校のPTAが集まって学習したい
ことを自ら企画する合同の家庭教育学級や親睦行事等を計画的・継続的に開催するなど、
学校運営協議会以外の場でも学校間での連携の場が広がってきている。

　地域に根ざした将来のよき町衆（市民）を育てるという共通の目標に向けた取組をOGT小中一貫教育推進委員会で推進すること
で、「自ら学び、自ら考え、学んだことを実社会や実生活に生かす力」の育成をねらいとした、小学校と中学校の義務教育９年間を
見通す小中一貫カリキュラムの編成や指導方法の工夫・改善に地域とともに取り組むことができている。

学校運営協議会の様子 土曜学習部会の様子 こども熟議の様子
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

学校支援ボランティアと運営協議会で
新しい学校づくり！

岐阜小学校運営協議会 【岐阜市】

岐阜市立岐阜小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ － ○ －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

H20.4.1 20人 361人 15学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
　「地域に開かれ，地域に支えられ
るよりよい学校づくり」をめざし，
保護者・地域・学校が連携して，様々
な活動を行っている。地域で育つ子
どもたちの将来を見据え，学校や地
域のあるべき姿を戦略的に捉え，新
しい方向性を示す『学校運営協議会』
と，その方向性を実現させるための
実働部として，学校支援ボランティ
アの活動を，企画・調整していく『学
校支援推進委員会及び３つの専門部
会（学び部，安全・安心部，地域行
事部）』で活動を支えている。
　学校統合によって新しく生まれた
本校の教育は，この仕組みで充実が
図られている。

＜特徴的な活動内容＞「学び部」の活動を中心として
● サポーターのタイプを分けて行う「連携授業」
　地域の方や保護者，大学生との連携授業が行われている。
専門的な知識や技術をもっている方（GT），教師の指導のサ
ポートをする方（Ａ），子どもたちの学習を見守る方（AU）と，
３つのタイプに分け，授業支援を行う。授業の内容や展開，
子どもたちの実態に応じて，いずれかのタイプのサポーター
と連携授業を行う。
　ＧＴタイプ… �国語(詩），社会(昔のくらし），家庭科(調理），

道徳（町の宝物）　
　Ａタイプ　…算数（かけ算），家庭科（裁縫），クラブ活動（将棋），体育（跳び箱）
　AUタイプ…音楽（合唱を聴く），総合（発表会），学級活動（集会）　　　　など　　
その他にも，朝の活動(授業以外）の時間に，各クラスにサポーターが入り，本の読み聞かせ
を行っている。
● 興味・関心を拡げる「放課後クラブ」や「サマースクール」
　子どもたちの下校後や長期休業中の活動を支えていく活動を行っている。「放課後クラブ」
では，月に数回，公民館を会場として，お抹茶の体験や粘土で小物作りなどの活動を行って
いる。「サマースクール」では，夏休みの学校を会場として，お料理体験，飛行機作り，お菓
子作り，そば打ち体験，などの活動を行っている。
＜その他の特徴＞
● 安全・安心部は下校ボランティアや通学路の安全対策等の活動を行っている。
● 地域行事部は「ふれあいフェスタ」実施の中核となり，二つの旧小学校区の人々が力を合
わせて，地域ふれあい行事を企画運営する。第一部は連携協働型の授業の参観(学び部が支援)
　第二部は，児童・保護者・地域の方で構成した即席家族が地域発見のウォークラリーを行
い，ふれあいを深める。２つの地域の様々な団体と学校，保護者が連携・協働し半年に及ぶ
綿密な準備を経て1000人規模のイベントを実施する。子どもの豊かな育ちとともに，二つ
の地域の融和にも寄与している。
＜実践にあたっての工夫＞
・学校支援サポーターの人材バンクへの登録
・学校運営委員会によるコーディネーター制の導入
・�月に一度，学校運営協議会を開き，支援推進委員会(学び部，安全・安心部，地域行事部）
からの提案を承認したり，学校評価などを基に学校や地域の在り方についての討議

・�３つの専門部会及び支援推進委員会は，いずれも地域の住民，保護者，教師（学校）で構成
されている。

・三者が連携して，子どもたちを育てていく活動は，地域や保護者の願いや想いを学校運営に反映させていくよい機会となっている。
・学校・家庭・地域が共に高まり合う気運や風土の醸成が行われ，それぞれの果たす役割の再認識が高まりつつある。
・活動を重ねる毎に，新たなコミュニケーションの場や機会が増え，地域に愛着をもつ子どもが育ちつつある。
・地域の方の生きがいややりがいを生む活動につながっている。
・一つ一つの活動を専門部が互いに関わりを持つことで，有機的なつながりを深めた活動へと発展させていきたい。

家庭科・ミシンの授業

岐阜小コミュニティスクール構想

名産の鮎菓子作り

ふれあいフェスタにて
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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

地域住民による
学校教育活動支援体制の確立

むつ市立川内小学校 【青森県むつ市】

むつ市立川内小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
－ － － ○

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
－人 －人 －年度 －

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

事業を実施して

活 動 の 概 要 特 　 　 徴
・教育ボランティア
　コース別学習時の丸つけボラン
ティア（算数、国語）、クラブ活動
支援ボランティア、読み聞かせボ
ランティア
　各種体験教室ボランティア（絵
画教室、俳句・川柳教室、習字教室、
陶芸教室、手話教室、リズム体操
教室）

・安全ボランティア
　登下校時の見守り安全パトロー
ルボランティア、校外学習時の引
率・付き添いボランティア等

・環境ボランティア
　学校の樹木の剪定・雪囲いボラン
ティア、学校畑の作業・収穫支援
ボランティア等

〈特徴的な活動内容〉
・�平成12年度より、地区公民館を拠点として陶芸、俳句、川柳、読み聞かせ、絵画、手話
等の活動をしていたサークル団体であるせきれい会を学校教育活動に取り入れ、それを母
体として、PTA活動とは切り離した地域住民による学校教育活動への支援ボランティアの
形態を確立した。

・�せきれい会はPTAではなく地域住民であり、あくまでも自主的活動として守秘義務の厳守
など基本理念をしっかり持っているため、信頼し合って事業を進めている。

・�平成20年度より、３年間、「学校支援地域本部事業」に取り組んでから、学校支援ボランティ
アコーディネーターを中心とした支援事業の充実が図られ現在に至る。

・�平成23年度より併設型小中一貫教育校として新設され、義務教育９年間を見通したボラ
ンティア活動の推進を目指している。

〈実践に当たっての工夫〉
・�校内のボランティアルームにいつでも気軽に教師が行って相談できるような環境をつくる
ことにより、直接コーディネーター等と相談ができる。このようなボランティアルームの
設置は県内では先駆的である。

・地区公民館、SA(School Assistant）せきれい会、地域住民等と連携している。
〈その他の特徴〉
・�平成21年度にボランティア活動先進校として、県の教育委員訪問が行われ、第一川内小
学校で実施しているボランティアやコーディネーターの活動に対し、高い評価をいただい
た。

・�活動の先進校として、県及び管内の研修会において数多くの具体的な事例発表をし、啓発
活動に大きな貢献をした。

・�ボランティアルームを設け、コーディネーターを中心にボランティアの方々が気軽に学校に入り、教育活動を身近にとらえなが
ら共に活動できる「開かれた学校」が確立されている。

・ボランティアルームがあることなどにより地域の方が学校に行きやすくなった。
・学校にボランティアが入ることによって教職員の意識が変化している。
・コース別学習等へボランティアが支援に入ることにより学力が向上した。

漢字ドリルまる付け ボランティアルーム コーディネーター勤務日予定表 ボランティアルームだより
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コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）について ※図中の数値は、H23.4.1現在

●学校運営に関する意見を教育委
員会又は校長に述べられます。

・「挨拶の指導に力を入れて欲しい」、
「地域に協力を求めて欲しい」、「学
校にエアコンを入れて欲しい」、「学
校予算を増やして欲しい」などの意見

●教職員の任用に関して教育委員
会に意見が述べられます。

・「若手の先生、体育が得意な先生が必
要」、「Ａ校長やＢ先生に次年度も残
って欲しい」などの意見

●校長の作成する学校運営の基本方針を
承認します。

・校長と共に、保護者や地域住民等が責任をもっ
て学校運営に参画すること、校長が作成する学
校運営の基本的な方針に保護者や地域住民等の
意向を反映させるために行うもの。

●コミュニティ・スクールとは
・コミュニティ・スクールに指定された学校には「学校運営協議会」が設置され、
教育委員会から任命された保護者や地域住民などが、一定の権限と責任をもって、
学校運営の基本方針を承認したり、教育活動について意見を述べたりします。

地域とともにある
学校の実現これを通じて

学校運営
協議会の
主な役割

※「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正により導入。平成16年9月9日より施行。

都道府県
教育委員会

教職員人事の決定

委員：保護者、地域の皆さん、教育委員会、
校長など

市区町村
教育委員会

学校の指定
委員の任命

学校運営
の

基本方針

学校運営
・

教育活動

７８９校が指定
(前年比１６０校増)

H 2 3 . 4 . 1 現 在 ●３２都府県で実施
（前年比１箇所増）
●９９市区町村が指定
（前年比17箇所増）

（学校運営協議会の
意見を尊重）

○全国のコミュニティ・スクールでは、学校が抱える様々な課題を解決するために、この制度を活用して、
地域と連携した学校づくりに積極的に取り組んでいます。

●文部科学省では、コミュニティ・スクールの取組の促進に向けて、制度の普及啓発や制度運用の方策等の
研究・開発、指定校の実践についての情報発信などの施策を推進しています。

コミュニティ・スクールの成果や課題と文部科学省の取組

●制度等普及説明会 ＜全国２８地域（予定）＞
・コミュニティ・スクールがない地域の保護者、地
域住民、学校関係者等を対象とした個別説明会を
実施します。
●コミュニティ・スクールの推進への取組に係る委
託事業 ＜全国68地域212校＞

・これからコミュニティ・スクールを導入しようと
する各学校の実情に応じた制度運用の方策等を教
育委員会に委託して研究・開発を行います。
●地域とともにある学校づくり推進協議会 ＜全国6
会場＞
・専門家によるパネルディスカッションや実践発表
等を通じて、コミュニティ・スクールの理解啓発
を図ります。
●学校運営協議会委員対象の研究協議会 ＜全国1会
場＞
・全国の学校運営協議会委員、教育委員会関係者を
対象とした研究協議会を開催し、学校運営協議会
の充実した運営に向けた取組を推進します。
◆平成23年度予算額：学校運営支援事業等の推進

約2億円の内数

文部科学省の取組＜平成23年度＞成 果 例

○地域全体で子どもを守り育てようとする意識が高まり、多くの保
護者や地域住民が先生役や見守り役として学校に協力。
○保護者の「学校への苦情」が「意見や提案、相談、協力」へと変化。
○学校の課題に対して、自治会等による主体的な支援が拡大。
○地域のお祭りづくりなどに参加する子どもが増え、地域が活性化。

○協議会の協議が形式的なものにとどまり、委員の意見が十分反映
されていない。

○地域住民の参画に偏りがある。
○継続的な取組を進めるための人材や経費がたりない。

課 題 例

文部科学省ホームページ＜コミュニティ・スクールについて＞をご参照ください。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/community/index.htm
文部科学省ＨＰトップ→教育→小学校、中学校、高等学校→コミュニティ・スクールについて

○コミュニティ・スクールを設置する教育長等からなる
「全国コミュニティ・スクール連絡協議会」とも連携し、
コミュニティ・スクールの意義や好事例の普及を図る。
○コミュニティ・スクールの推進方策の検討を具体的に進
める。
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コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）24年度事業予算案

②コミュニティ・スクールのマネジメント力の強化に関する研究＜100校＞

コミュニティ・スクール
の課題

○コミュニティ・スクール導入の在り方に係る研究＜142校＞
○これからコミュニティ・スクールを導入しようとする各学校の実情に応じた制度
運用の方策を研究。

○１校30万円程度の調査研究費。（研究期間：２年間）

○コミュニティ・スクールにおける地域とともにある学校づくりに必要なマネジメ
ントの在り方等の研究。

○学校事務職員の加配措置＋１校１０万円程度の調査研究費（研究期間：２
年間）

【研究内容】
⇒学校運営協議会の協議の実質化や地域住民等の幅広い参画促進など、
学校支援地域本部事業等との連携を強化し熟議と協働の充実を図るため
の具体的方策の開発など。

①コミュニティ・スクールでの熟議と協働の充実に関する研究＜７地域＞
○コミュニティ・スクールに見られる課題を解決し、実効性を高めるための具
体的方策を研究。

○１地域１００万円程度の調査研究費（研究期間：２年間）
【研究内容】
⇒学校運営協議会の協議の実質化や地域住民等の幅広い参画促進など、
熟議と協働の充実を図るための具体的方策の開発など。

【運営の在り方等の課題】
■協議の形骸化の解消
■地域住民等の参画不足
の解消
■教員、地域住民等の負
担感の解消
■地域をつなぐ学校のマ
ネジメント力の強化
■小中学校間の連携・接
続の強化等

【導入状況の偏り】
■全国の指定校は32都府
県789校にとどまってお
り、導入状況に地域的な
偏りが見られる。

コミュニティ・スクールの充実・改善に関する実践研究事業

コミュニティ・スクールの導入促進に関する調査研究事業 ＜継続＞

成果の普及・啓発等

①推進協議会の開催
・研究成果を基にした協
議の実施

②制度普及説明会の実施
・制度活用の好事例や
制度の意義等を普及
啓発

③学校運営協議会委員研
究協議会
・学校運営協議会委員
による協議を通じて研
究成果を普及。

④情報発信
・ＨＰ、事例集、パンフ
レット等による発信。

○コミュニティ・スクール推進
プラン

【研究内容】
⇒学校運営協議会の組織・運営体制づくりに向けた具体的な検討や学校運
営協議会と学校、保護者等の役割分担の在り方の検討など。

今後５年間でコミュニティ・
スクールを全公立小中学
校の１割（約3,000校）に拡
大する目標の達成

○「学校運営支援等の推進事業」事業費149,898千円の内数
○教職員加配分については、「義務教育費国庫負担金」の内数

17
53

197
341

475
629

789

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900校 コミュニティ・スクール
指定校あり

●

大館市

●

岩泉町

●

柴田町

●

三春町 大玉村

●

高崎市 伊勢崎市

●

●

川口市

● 習志野市
● 東京都

新宿区 文京区 目黒区
世田谷区 杉並区 北区
足立区 八王子市 三鷹市
小平市 日野市 武蔵村山市

●

横浜市 川崎市
●

開成町

●

聖籠町

●

●

●●

岐阜市
多治見市

●

●

一宮市

●

●
●

●

三重県
津市 伊勢市
鈴鹿市 いなべ市
伊賀市 御浜町

●

長浜市

●

湖南市

● ●
●
●

京都府
京丹波町 京都市
久御山町 精華町
福知山市

●

新宮市

●

宍栗市

●

●
●
●

岡山県
美咲町 岡山市
早島町 笠岡市
勝央町

●

南部町

●
出雲市

●

尾道市

● ●●
●
●
●

●
●

山口県
山口市 萩市 岩国市
柳井市 美祢市 宇部市
長門市 周南市 平生町
光市

高知県
南国市
黒潮町
中土佐町
四万十町
宿毛市

●
●

●●

●

美波町
つるぎ町
東みよし町

●

三木町
●
●
●●

● ●●
●

佐賀市

福岡県
春日市 福津市 朝倉市
飯塚市 宇美町 大木町
筑前町 岡垣町

熊本県
菊池市 宇土市 玉名市
人吉市 天草市 氷川町
氷川町及び八代市中学校組合
錦町 産山村 小国町

日向市

豊後
高田市

●

●

●●

●

●●
●
●
●

奈良市

●

●●

●

長野県
上田市 諏訪市
飯山市 長和町
阿智村

●
●

●

伯耆町

●

●

●

●

宇佐市

●●

●

嬉野市

●

●

●
●

●

目標：今後５年間で、コミュニティ・
スクールの数を、全公立小中学
校の１割(約3,000校)に拡大

平成２３年度 コミュニティ・スクールの指定状況

全国のコミュニティ・スクール
を設置する区市町村の教育
長が集まり「コミュニティ・ス
クール全国連絡協議会」発
足（会長：貝ノ瀬三鷹市教育長）

○コミュニティ・スクール３２都府県７８９校が指定
（幼稚園４２、小学校５３９、中学校１９９、高等学校４、特別支援学校５）

平成２３年４月１日
平成２２年４月１日
平成２１年４月１日
平成２０年４月１日
平成１９年４月１日
平成１８年４月１日
平成１７年４月１日
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学校・家庭・地域の連携による
教育支援活動促進事業について（学校支援地域　本部、放課後子ども教室）

〈都道府県〉推進委員会の設置

学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業について

〈市町村〉運営委員会の設置
○コーディネーターの配置
○活動内容、運営方法の検討
○支援活動の実施

○域内の他事業との連携や総合的な教育支援活動の在り方の検討
○コーディネーター・教育活動支援員等の研修の実施
○子どもの健康等に関する指導助言等

安全管理員、教育活動支援員、
学習アドバイザー、スクールガード・リーダー等

・これまでの経験や知識を活かし、学習の支援や専門性のある活動等の
支援、子どもの安全確保のための見守りや遊び、交流活動等を行う

国 1/3
都道府県 1/3
市町村 1/3

【補助率】
地域住民等の参画による「学校支援地域本部」「放課後子ども教室」「家庭教育支援」「地域ぐるみの学校安全体制の整備」「スクールヘルスリーダー派
遣」などの教育支援活動を引き続き支援するとともに、各地域の実情に応じたそれぞれの取組を有機的に組み合わせることを可能とし、より充実した教育
支援活動を支援する。

・各活動の企画運営の中心となって、学校や地域、地域の
団体等との総合的な調整等を行う

地域住民等

コーディネーター

地域社会全体で様々な教育支援活動を実施し、地域の教育力の向上を図る

参画・協力・支援

２４年度予定額8,516百万円の内数（前年度予算額 9,450 百万円の内数）

実施箇所 11,500箇所

【学校の支援活動】
・授業等の学習補助
・教職員の業務補助
・部活動指導補助
・学校行事支援
・学校環境整備
・登下校の見守り など

【放課後等の支援活動】
・活動拠点(居場所)の確保
・放課後等の学習指導
・自然体験活動支援
・文化活動支援 など

【家庭の支援活動】
・家庭教育支援チーム
による相談や支援
・親への学習機会の提供
・親子参加行事支援 など

都道府県・市町村の委員会の一本化や合同研修の実施など、各地域の実情に応じた教育支援活動を有機的に組み合わせて実施が可能

研
修
実
施

活
動
実
施 放課後等の支援活動（放課後子ども教室）については、

「放課後児童クラブ」と「放課後子どもプラン」として
引き続き連携して実施

「学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業」 実施状況
（学校支援地域本部、放課後子ども教室、家庭教育支援）

国庫補助額

学校支援地域本部
設置数

（実施小・中学校数）

放課後子ども教室
実施数

家庭教育支援
実施数

実施市町村数

平成23年度平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度

5,166百万円

2,659本部
（7,097校）
小学校：5,047校
中学校：2,050校

9,733教室

315市町村

2,359百万円

－

6,201教室

－

3,774百万円

7,736教室

332市町村

4,411百万円

8,610教室

194市町村

4,631百万円

9,197教室

108市町村

本 部1,005市町村
放課後1,060市町村
家 庭 108市町村

※１ 平成23年度より、学校支援地域本部、放課後子ども教室、家庭教育支援等を総合的に推進する統合メニュー化（22年度以前は個別メニューで実施）
※２ 学校支援地域本部については、平成20～22年度、家庭教育支援については、平成20～21年度は委託事業として実施（21年度以降は補助事業も併せて実施）

（委託費） －－ （2,404百万円） （2,166百万円） （2,358百万円）※２

※１

本 部1,004市町村
放課後1,053市町村
家 庭 194市町村

本 部 867市町村
放課後1,011市町村
家 庭 332市町村

放課後 851市町村
本 部 570市町村
放課後1,075市町村
家 庭 315市町村

2,540本部
（8,557校）
小学校：5,903校
中学校：2,654校

2,405本部
（7,735校）
小学校：5,381校
中学校：2,354校

2,176本部
（6,494校）
小学校：4,527校
中学校：1,967校
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学校・家庭・地域の連携による
教育支援活動促進事業について（学校支援地域　本部、放課後子ども教室）

学校支援地域本部（学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業の中で実施）

学校支援地域本部 学校

支援内容や方針等についての合意形成（関係者により構成される協議会など）

（地域）コーディネーター

地域住民等

学校支援ボランティア

地域住民や児童生徒の保護者、学生、
社会教育団体、NPO、企業など地域全体で活動に参画・協力

教員

学校長・教頭など、
学校側の窓口

学校支援活動
【活動の例】
○学習支援（授業補助、教員補助等）
○部活動支援（部活動の指導補助）
○環境整備
（図書室や校庭などの校内環境整備）
○子どもの安全確保
（登下校時の通学路における見守り等）
○学校行事支援
（会場設営や運営等の補助）

学校教育活動

支援・協力依頼
（活動の企画、学校・地域との連絡・調整）

参 画

地域で学校を支援する仕組みづくりを促進し、子どもたちの学びを支援するだけでなく、地域住民の生涯
学習・自己実現に資するとともに、活動を通じて地域のつながり・絆を強化し、地域の教育力の向上を図る

地域住民等の参画により、学校の教育活動を支援する仕組み（本部）をつくり、様々な学校支援活動を実施

平成２３年度学校支援地域本部設置状況

合計570市町村2,659本部

都道
府県

市町
村数

本部
数

都道
府県

市町
村数

本部
数

北海道 80 129 福井県 0 0
青森県 15 79 山梨県 0 0
岩手県 16 42 長野県 0 0
宮城県 0 0 岐阜県 0 0
秋田県 16 48 静岡県 17 19
山形県 19 45 愛知県 6 6
福島県 13 18 三重県 5 52
茨城県 0 0 滋賀県 10 33
栃木県 7 106 京都府 13 17
群馬県 2 3 大阪府 27 169
埼玉県 25 25 兵庫県 27 86
千葉県 11 62 奈良県 26 149
東京都 22 353 和歌山県 17 24
神奈川県 1 1 鳥取県 6 6
新潟県 16 64 島根県 16 72
富山県 0 0 岡山県 20 39
石川県 9 28 広島県 0 0

都道
府県

市町
村数

本部
数

都道
府県

市町
村数

本部
数

山口県 11 34 千葉市 0 0
徳島県 5 13 横浜市 1 288
香川県 10 10 川崎市 1 7
愛媛県 5 10 相模原市 0 0
高知県 17 21 新潟市 1 139
福岡県 0 0 静岡市 1 3
佐賀県 0 0 浜松市 0 0
長崎県 0 0 名古屋市 1 1
熊本県 21 26 京都市 0 0
大分県 11 57 大阪市 1 76
宮崎県 15 33 堺市 0 0
鹿児島県 1 28 神戸市 1 33
沖縄県 20 55 岡山市 1 7
札幌市 0 0 広島市 0 0
仙台市 1 33 北九州市 1 13
さいたま市 1 94 福岡市 1 3
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放課後子ども教室（学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業の中で実施）

放課後子ども教室

コーディネーター

地域住民等
地域住民や児童生徒の保護者、学生、社会教育団体、NPO、企業など
地域全体で活動に参画・協力

（活動の企画、地域との連絡・調整）

参 画

子どもたちの安心安全な活動拠点を確保し、様々な学びを支援するだけでなく、地域住民の生涯学習・
自己実現に資するとともに、活動を通じて地域のつながり・絆を強化し、地域の教育力の向上を図る

学習アドバイザー
（学習や様々な活動の指導を実施）

安全管理員
（子どもたちの安全見守り等を実施）

放課後児童クラブ
（厚生労働省）

学校（学校支援地域本部）
・公民館・図書館など

放課後児童クラブの子どもが
放課後子ども教室の活動に
参加するなど、連携して実施

【活動の例】
○学習活動
宿題の見守り
読み聞かせ

○体験活動
工作・実験教室
料理教室
スポーツ・文化活動

○交流活動
自由遊び
昔遊び
地域の行事への参加

○その他
職場体験・見学など

（学校の余裕教室、体育館、グラウンド、公民館等を活用して様々な活動を実施）

活動場所の提供や
学習・体験プログラムの共有など

様々な形で連携・協力

地域住民等の参画により、放課後や週末等に、子どもたちに学習や様々な体験・交流活動の機会を提供

平成２３年度放課後子ども教室実施状況

合計1,075市町村9,733教室

都道
府県

市町
村数

教室
数

都道
府県

市町
村数

教室
数

北海道 54 118 福井県 16 144
青森県 26 103 山梨県 13 42
岩手県 24 126 長野県 35 120
宮城県 14 50 岐阜県 16 138
秋田県 19 146 静岡県 20 116
山形県 32 123 愛知県 36 323
福島県 40 139 三重県 23 63
茨城県 30 209 滋賀県 9 54
栃木県 10 74 京都府 19 77
群馬県 19 95 大阪府 39 486
埼玉県 40 294 兵庫県 38 239
千葉県 27 186 奈良県 17 83
東京都 51 1,026 和歌山県 16 88
神奈川県 19 75 鳥取県 11 43
新潟県 17 73 島根県 19 166
富山県 15 197 岡山県 23 132
石川県 10 64 広島県 19 169

都道
府県

市町
村数

教室
数

都道
府県

市町
村数

教室
数

山口県 19 165 千葉市 1 117
徳島県 14 52 横浜市 1 356
香川県 14 70 川崎市 1 172
愛媛県 14 70 相模原市 1 6
高知県 33 174 新潟市 1 51
福岡県 13 61 静岡市 1 9
佐賀県 19 104 浜松市 0 0
長崎県 20 222 名古屋市 1 276
熊本県 32 195 京都市 1 173
大分県 18 208 大阪市 1 298
宮崎県 15 95 堺市 1 64
鹿児島県 10 55 神戸市 1 135
沖縄県 21 219 岡山市 1 40
札幌市 1 174 広島市 0 0
仙台市 1 124 北九州市 1 257
さいたま市 1 70 福岡市 1 140
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学校支援地域本部等の震災時の様子学校支援地域本部等の震災時の様子

どちらとも
いえない5％

混乱が見られた0％

順調だった95％

混乱が見られた
40％

どちらともいえない25％

順調だった
35％

Q 避難所において自治組織が立ち上がる過程は順調だったか。（校長）
（学校支援地域本部設置20校） （学校支援地域本部未設置20校）

住
民
行
政
橋
渡
役

住
民
自
治
組
織

教
員

特
役
割

Q 学校支援地域本部のコーディネーター
は震災避難時，避難所運営，学校復旧で
どんな役割を果たしたか。（学校支援地域
本部設置20校の校長 複数回答可）

Q 学校支援地域本部等のシステム
は今後の学校運営に必要か。
（学校支援地域本部設置20校）

大いに必要95％

必要5％不要0％

○学校支援地域本部は，実質，避難所支援地域本部となり，避難住民
や子どもたち，先生方の声をボランティアが集約すると，みんなで不足
するものを持ち合い，配食や清掃などの自治的な動きは加速していきま
した。（学校支援コーディネーター，PTA）
○避難所運営の格差は，日頃の学校と地域住民のかかわりの質の格
差でもありました。（民生委員・学校支援コーディネーター，PTAOB）
○会議だけで顔を合わせる人よりも，定期的に子どもたちや先
生たちといっしょに汗をかいている人はごく自然なかたちで避難
所を支援する側に立っていました。（民生委員・学校支援コーディ
ネーター，PTAOB）

（地域との協働のシステムができていた学校）
○コーディネーターは学校と自治会，商店会などのたくさんの人たちを
つなぐ接着剤になりました。
○学校支援ボランティアの調整により，避難所開設時には，学校や子ど
もに配慮したルールができあがっていました。
○「先生は学校のことと家族のことを考えてください。避難所は
私たちにまかせて」と学校支援ボランティアからの声には胸がつ
まりました。
○コーディネーターやボランティアは学校再開に向けての避難所閉鎖の
時にこそ存在感が際だちました。避難住民と子どもたち，学校の様子が
よく分かっているからこその活躍でした。

〈校長，地域連携担当教員のコメントから〉

（地域との協働のシステムができていなかった学校）×物資を配布するにも，避難者の顔もわ
からず混乱しました。「権利を振りかざして」物資を奪っていく人たちや，どさくさに紛れて決め
られた数量を守らない人がいても，見過ごすしかありませんでした。

〈コーディネーターのコメントから〉

これから求められること！
○保護者の多くが，子どもをひとりで自宅においておきたくないと考えています。また，子ど
もも地震への不安がぬぐえず，放課後子ども教室の需要がますます高まっています。
○子どもたちの姿は，これまでに見たことのないようなオーバーアクションです。地域総ぐ
るみによる子育てこそ，復興には不可欠だと思います。
○全国からのボランティアが去り，雪がちらつく頃にこそ本当の復興は住民の手によって
進められていくものだと思います。
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地域とともにある学校づくりの推進について   
学校運営の改善の在り方等に関する調査研究協力者会議まとめ（平成２３年７月５日）より 

１．子どもを中心に据えた学校と地域の連携 
○ すべての学校が、地域の人 （々保護者・地域住民等）と目標を共有した上で、地域と一体となって子どもたちをはぐく
む『地域とともにある学校』を目指すべき。 

２．学校と地域の関係づくり（学校と地域の人々が相互理解と信頼関係を深めるプロセス） 
○ 学校 ：「熟議（熟慮と議論）」「協働」「マネジメント」を備えた学校運営が鍵 

３．今後の国の推進目標 
① ５年間でコミュニティ・スクールを全公立小中学校の１割(約3000校)に拡大 
② すべての学校で実効性ある学校関係者評価を実施 
③ 複数の小・中学校間の連携・接続に留意した運営体制を拡大(中学校区が運営単位) 
④ 学校の組織としての総合的なマネジメント力を強化 
⑤ 地域コミュニティの核として被災地の学校を再生し、震災復興の推進力となるよう、総合的な支援を実施 

 ＜仕掛けの例＞ 
・学校運営協議会   ・学校関係者評価 
・学校支援地域本部 ・放課後子ども教室  
・副校長、教頭や主幹教諭、 事務職員を 
 含めたマネジメントを担う組織の整備 等 

①子どもたちの「生きる力」を
はぐくむ 

（地域の望む子ども像の実現） 

②教職員、保護者、地域住民
等がともに成長 

（地域の教育力向上） 

③学校を核とした地域ネット
ワークの形成 

（地域の活力向上） 

④地域コミュニティの基礎力が
高まる 

（地域の礎の構築） 

○ 平素からの学校と地域の関係づくりが、子ども、保護者、地域住民、教職員など、そこに関わるすべての人々の自発的な学
びや成長を促し、子どもたちを守り、地域を守ることにつながる。 

①関係者が当事者意識をもって 
「熟議（熟慮と議論）」 

を重ねること 

②学校と地域の人々が 
「協働」 

して活動すること 

③学校が組織として力を 
発揮するための 
「マネジメント」 

○ 子どもを中心に据えた学校と地域の連携は、子どもの成長にとどまらず、大人の学びの拠点を創造し、地域の絆を強め、地
域づくりの担い手を育てることにつながる。 

＜地域とともにある学校づくりの成果＞ 

○ 設置者：関係者の努力と取組を引き出す「仕掛け」の構築、各地域、学校の自発
性と独自性を基本とした、教育委員会・教育長の明確なビジョンと行動 

こども

「地域とともにある学校」における学校と地域の関わり

教育委員会 学校を核とした地域コミュニティ

①子どもたちの「生きる力」をはぐくむ（地域の望む子ども像の実現）
②教職員、保護者、地域住民等がともに成長（地域の教育力向上）
③学校を核とした地域ネットワークの形成（地域の活力向上）
④地域コミュニティの基礎力が高まる（地域の礎の構築）

学校関係者
（保護者・地域住民等）

学校
協働

意図的な仕組み作り
学校支援地域本部など

マネジメント
熟議

学校運営協議会など

校長（管理職）
教員

事務職員

情報公開
丁寧な説明、働きかけ
公開授業等含む情報提供
自己評価結果の公表

意
見

要
望

地
域
防
災

放
課
後

子

教
室

授
業
支
援

協働による
「場」の提供

地域交流室
参加型保育
大人の生涯学習
etc.

教育目標
役割分担・意識改革

・職務分担の明確化
・事務機能の強化

ＰＴＡ
町会・自治会
商店会

民生・児童委員
青少年委員
おやじの会

参加

支援

評価

首長部局
連携

卒業生

学校関係者評価
熟議の材料提供

評価

参画

etc.

評価結果に
基づく支援

評価結果
の報告
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文部科学大臣表彰要項
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	 平成２３年３月２日
	 文部科学大臣決定
１  趣　　旨
　この要項は、未来を担う子どもたちを健やかに育むために、学校、家庭、地域が連携協力し、社会全体の教育力の向上に向けた
取組の一層の推進を図ることを目的に、地域全体で学校や子どもたちの教育活動を支援する活動（以下「地域による学校支援活動」と
いう。）のうち、その内容が特に優れ、他の模範と認められるものに対し、その功績をたたえ文部科学大臣が行う表彰に関して必要
な事項を定めることを目的とする。

２  表彰の対象
 　表彰は、「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」での教育方針に基づいた「地域による学校支援活動」や、「学校支援地域
本部」及び「放課後子ども教室」等における「地域による学校支援活動」のうち、その内容が他の活動と比して特に優れ、他の模範と認
められるものに対して行うものとする。
　なお、ＰＴＡ活動として行われる学校支援活動については、別に定めるところにより表彰を行うものとし、本要項の対象とはしない。

〔表彰対象の基準〕
 組織、運営及び活動について、概ね以下に掲げる内容の活動であること。

（１）組織、運営
ア　地域の実情に応じた組織により、幅広い関係者の参画を得て、効果的な運営が行われていること。
イ　連携する学校側の意見を十分に反映して運営が行われており、学校関係者との連携協力が円滑に行われていること。

（２）活動
ア�　地域のコーディネーターの調整のもと、学習支援、放課後の活動を含む学校外活動、学校環境整備、子どもの安全確
保など、「地域による学校支援活動」が活発に、かつ継続的に行われていること。
イ�　多くの地域住民等がボランティアとして参加し、地域の実情に応じた創意工夫のある活動を展開するなどにより、当該
地域の教育環境の改善・充実に効果を上げていること。
ウ　学校以外の地域の各種機関・団体とも幅広く連携協力し、活動が行われていること。

３  推薦の方法
（１）推薦依頼

　文部科学省は、都道府県、指定都市、中核市（以下「都道府県等」という。）に対し、上記２を満たす活動のうち、表彰する
にふさわしいと判断するものについての推薦依頼を行うものとする。

（２）都道府県等における推薦方法
　都道府県等は次に定めるところにより、被表彰対象候補として、上記２に該当する「地域による学校支援活動」を、文部科
学大臣に推薦することができる。
　なお、推薦にあたっては、＜別紙＞優れた「地域による学校支援活動」推薦書に推薦の理由等を記載し、文部科学大臣に提
出するものとする。

〔都道府県等による推薦数〕
　都道府県等においては、選考の上、上記２の表彰対象の基準を満たす域内に存在する「地域による学校支援活動」のうち、
都道府県については３件以内、指定都市については２件以内、中核市については１件を、それぞれの被表彰対象候補として
推薦することができる。
　なお、選考にあたっては、都道府県等に関係者からなる選考委員会を設け、その議を経るとともに、複数推薦する場合は、
推薦順位を決定し、推薦書に明記した上で提出するものとする。

（３）文部科学省における推薦
　上記（２）による都道府県等からの推薦のほかに、文部科学省は、表彰するにふさわしいと判断する「地域による学校支援
活動」を、被表彰対象候補として審査の対象に加えることができる。

４  被表彰対象活動の審査及び決定
　文部科学大臣は、上記３により推薦された「地域による学校支援活動」について、学識経験者等の意見を聞いて審査を行い、被表
彰対象活動を決定する。

５  受賞歴について
　当該表彰の受賞は１回限りとする。ただし、他の表彰等の受賞歴は問わない。

６  表彰の期日等
　文部科学省において別に定める。

７  表彰の取り消し
　次に該当する場合は、表彰を取り消すことができる。
　（１）被表彰対象活動に関する推薦書に不実な記載があると判明したとき。
　（２）被表彰対象活動において、本表彰の趣旨を損なう行為があったとき。

８  本表彰にかかる事務
　本表彰にかかる事務については、文部科学省初等中等教育局参事官付（学校運営支援担当）の協力を得て、文部科学省生涯学習政
策局社会教育課において処理する。

附　則　１　この決定は、平成２３年３月２日から実施し、平成２３年度の表彰から適用する。
　　　　 ２　放課後子ども教室推進表彰要項（平成２０年１１月１１日生涯学習政策局長決定）は、　本要項の決定をもって廃止する。




